
近
世
山
域
に
ー
わ
け
ろ
在
郷
商
人
の
商
莱
経
営
に
つ

、）
て

乙
訓
郡
神
足
村
絞
油
商
「
油
屋
弥
兵
衛
」
に
つ
い
て足

　
　
立

政
　
　
男

、
序

論

　
近
世
山
城
に
お
け
る
在
郷
商
人
の
商
業
経
営
に
つ
い
て
、
そ

の
初
期
は
名
も
な
い
平
百
姓
か
ら
転
化
し
て
半
農
半
商
的
な
薬

種
商
人
と
な
り
、
更
に
発
展
転
化
し
て
遂
に
此
の
地
方
切
っ
て

の
豪
商
と
し
て
、
近
郷
の
農
民
は
も
と
よ
り
、
伏
見
、
京
都
、

摂
泉
の
国
六
に
ま
で
そ
の
経
済
的
支
配
力
を
没
透
せ
し
め
、
も

っ
て
山
城
地
方
に
絞
池
商
人
と
し
て
、
看
臨
す
る
に
至
っ
た
一

例
と
し
て
、
油
屋
弥
兵
衛
（
山
城
国
乙
訓
郡
神
足
村
住
人
）
を
あ
げ
、

彼
の
商
人
と
し
て
の
経
営
形
態
が
、
如
何
に
土
地
の
事
惜
に
適

合
し
、
か
つ
合
理
的
な
多
角
経
営
を
し
て
い
た
か
、
叉
如
何
に

　
　
近
世
山
域
だ
お
け
る
在
郷
蘭
人
の
商
業
纏
営
に
つ
い
て

彼
が
企
業
糖
神
に
も
え
て
い
た
か
を
究
明
す
る
こ
と
は
、
近
世

近
畿
地
帯
に
お
け
る
在
郷
商
人
と
し
て
の
商
業
経
営
の
持
異
性

を
知
る
上
に
お
い
て
意
義
あ
る
も
の
と
信
ぜ
ら
れ
る
。

　
尚
神
足
村
の
概
況
に
つ
い
て
は
「
立
命
舘
経
済
学
第
二
号
」

に
述
べ
た
如
く
、
旧
西
国
街
道
に
沿
っ
た
沿
道
聚
落
で
あ
り
、

京
阪
両
都
の
間
に
介
在
す
る
半
農
半
職
人
的
な
村
で
あ
る
。
そ

の
上
村
人
は
毎
年
桂
川
、
淀
川
の
水
害
に
よ
る
甚
大
な
打
撃
を

う
け
る
た
め
極
め
て
零
細
な
農
民
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
て
い
た
。

従
つ
て
そ
こ
に
は
必
然
的
に
高
利
貸
資
本
の
侵
入
も
見
ら
れ
る

し
、
寄
生
的
地
主
の
出
現
も
あ
っ
た
。
　
（
立
命
館
経
済
学
第
一
巻

第
五
・
六
号
－
近
世
畿
内
在
郷
商
人
の
高
利
貸
資
本
に
つ
い
て
）
殊
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
三



４

　
　
立
命
舘
経
済
掌
（
第
二
巻
・
第
一
号
）

戸
数
の
増
減
に
よ
っ
て
幕
末
か
ら
維
新
に
か
け
て
は
、
没
落
し

た
農
家
も
多
く
、
従
つ
て
土
地
の
喪
失
と
集
中
兼
併
が
頻
繁
に

行
わ
れ
た
事
を
ほ
ぽ
推
測
す
る
こ
と
が
出
来
る
。

　
謹
一
皿
近
世
に
お
け
る
村
の
人
口
は
不
明
で
あ
る
が
「
村
方
雑
事
要

　
　
録
」
　
（
岡
本
家
文
書
）
に
よ
る
と
戸
数
は
凡
そ
次
の
如
き
状
態
を

　
　
示
し
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
「
村
方
家
別
増
減
表
」

正
徳
五
未
年
（
一
七
一
五
年
）
十
一
月
改

享
保
十
五
戊
年
（
一
七
三
〇
年
）
十

宝
暦
七
丑
年
（
一
七
五
七
年
）
十

同
十
四
申
年
（
一
七
六
囚
年
）
正

天
明
元
年
（
一
七
八
一
年
）
六

寛
政
十
午
年
（
一
七
九
八
年
）
六

丈
政
五
午
年
（
一
八
三
二
年
）
六

月
改

月
改

月
改

月
改

月
改

月
改

明
治
十
五
年
（
一
八
八
二
年
）
戸
長
報
告

百
九
軒

百
六
軒

百
十
軒

百
十
一
軒

百
二
斬

　
九
十
六
軒

　
八
十
二
軒

約
六
十
～
七
十
軒

（
明
治
十
五
年
は
古
市
村
を
合
併
し
た
戸
数
で
、
百
三
軒
と

し
て
報
告
さ
れ
て
お
リ
、
古
市
村
は
明
治
七
年
の
独
立
当

時
の
戸
数
が
三
十
八
軒
で
あ
る
こ
と
か
ら
考
え
た
も
の
で

　
あ
る
）

二
、
「
油
屋
」

の
由
来

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
四

　
畿
内
在
郷
に
お
け
る
豪
商
と
し
て
の
「
油
屋
」
は
今
か
ら
約

三
百
三
四
拾
年
前
、
即
ち
元
和
、
寛
永
年
代
に
始
ま
る
神
足
村

在
住
の
平
百
姓
で
あ
っ
た
。
（
同
家
の
過
去
帳
に
見
え
る
）
。
最
初
は
、

神
足
村
の
在
方
、
現
在
徳
正
寺
と
呼
ば
れ
る
寺
の
近
傍
に
住
居

し
て
い
た
が
、
後
に
旧
西
国
街
道
の
町
方
に
出
て
、
薬
屋
を
開

業
し
て
い
る
。
こ
の
薬
屋
営
業
の
創
始
者
は
同
家
の
過
去
帳
の

記
録
に
よ
っ
て
、
岡
本
家
二
代
の
涛
兵
衛
浄
有
の
よ
う
に
推
定

さ
れ
る
。
後
に
全
家
が
搾
池
業
を
営
み
、
家
号
を
「
油
屋
」
と

称
す
る
に
至
っ
た
の
は
、
五
代
弥
兵
衛
の
時
代
で
あ
る
が
、
彼

弥
兵
衛
が
寛
保
二
年
（
一
七
四
二
年
）
七
拾
八
才
で
死
殻
し
て
い

る
こ
と
か
ら
、
油
屋
の
創
業
は
、
或
は
弥
兵
衛
の
時
代
か
更
に

古
く
三
代
の
三
郎
兵
衛
（
享
保
三
年
－
一
七
一
八
年
殻
七
九
歳
）
の

時
代
で
あ
ろ
う
と
略
三
考
え
ら
れ
る
の
ノ
し
あ
る
。

　
五
代
の
弥
兵
衛
以
後
代
六
「
油
屋
」
と
称
し
、
時
代
の
進
展

と
共
に
、
近
郷
に
そ
の
例
を
見
な
い
在
郷
商
人
と
し
て
の
地
位

を
か
た
め
、
幕
末
に
お
い
て
は
、
最
早
や
牢
固
と
し
て
抜
く
べ

か
ら
ざ
る
一
大
勢
力
を
も
っ
た
豪
商
と
な
り
、
近
郷
の
土
地
は

殆
ん
ど
白
已
の
所
有
に
帰
し
て
い
た
○
ノ
し
あ
る
。



　
現
戸
主
、
岡
本
実
氏
は
十
四
代
目
で
あ
り
、
捧
油
業
は
明
浴

初
年
に
廃
業
し
て
い
る
。
尚
三
代
三
郎
兵
衛
は
隠
居
後
一
家
を

創
設
し
た
。
之
は
現
戸
主
岡
本
覚
氏
家
（
元
村
長
、
現
七
十
一
歳
）

で
あ
り
、
代
六
質
屋
を
営
み
、
相
隣
し
て
今
に
存
続
す
る
旧
家

で
あ
る
。
両
家
は
分
家
後
も
血
縁
的
に
は
互
に
入
組
ん
で
お
り
、

叉
大
庄
屋
と
し
て
、
か
わ
る
が
わ
る
に
村
役
人
を
務
め
、
経
済

的
に
も
政
治
的
に
も
近
世
神
足
村
切
っ
て
の
勢
力
を
有
し
て
い

た
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
三
、
　
「
油
屋
弥
兵
衛
」
の
商
業
経
営

　
延
宝
七
年
の
検
地
の
際
、
僅
か
一
反
余
り
の
平
百
姓
か
ら
出

発
し
た
「
油
屋
」
が
如
何
な
る
経
営
彬
態
に
よ
っ
て
近
郷
切
つ

て
の
豪
商
に
生
成
発
展
し
た
か
、
そ
の
実
証
的
研
究
を
都
含
上

左
の
五
時
期
に
区
分
す
る
こ
と
と
す
る
。

　
　
　
第
一
期
、
基
薩
時
代
、
延
宝
元
年
（
一
六
七
三
年
）
－
．
寛
保
三

　
　
年
（
一
七
四
三
年
）
（
約
七
〇
年
間
）
。
第
二
期
、
形
成
時
代
、
延

　
　
享
元
年
（
一
七
四
四
年
）
－
明
和
八
年
（
一
七
七
一
年
）
　
（
約
三

　
　
〇
年
間
）
、
　
第
三
期
、
確
立
時
代
、
安
永
元
年
（
一
七
七
二
年
）

　
　
－
享
保
三
年
（
一
八
〇
三
年
）
　
（
約
三
〇
年
間
）
。
　
第
四
期
、
活

　
　
　
近
世
山
城
に
お
け
る
在
螂
爾
人
の
商
業
経
菅
に
つ
い
て

　
騒
時
代
、
　
丈
化
元
年
（
一
八
〇
四
年
）
１
天
保
一
四
年
（
一
八
囚

　
　
三
年
）
（
約
四
〇
年
間
）
。
第
五
期
、
完
成
時
代
、
弘
化
元
年
（
一

　
　
八
四
四
年
）
－
明
治
元
年
（
一
八
六
八
年
）
　
（
二
十
五
年
間
）
、

　
以
上
の
五
時
期
に
区
分
し
た
所
以
は
、
高
利
貸
経
営
、
或
は

商
業
経
営
の
成
功
を
物
語
る
所
の
「
油
屋
」
の
土
地
集
中
の
時

代
的
な
特
徴
を
と
ら
え
て
区
分
し
た
も
の
で
あ
る
。
従
っ
て
そ

の
名
称
も
研
究
の
便
宜
上
名
づ
け
た
も
の
に
す
ぎ
な
い
。

　
第
一
期
基
礎
時
代
（
自
延
宝
－
至
寛
保
年
代
約
七
十
年
間
）

Ｈ
　
薬
種
商
人
と
し
て
の
出
発

　
前
述
し
た
通
り
、
延
宝
七
年
の
検
地
帳
に
お
け
る
二
代
涛
兵

衛
は
、
僅
か
に
一
反
余
の
土
地
し
か
所
持
し
な
い
零
細
な
村
の

平
百
姓
で
あ
り
、
始
め
は
神
足
村
の
在
方
に
住
ん
で
い
た
が
、

後
に
領
主
永
井
Ｒ
向
守
に
援
助
さ
れ
て
、
神
足
村
の
町
方
Ｈ
西

国
街
道
筋
に
出
て
薬
種
問
屋
を
始
め
た
、
屋
号
を
此
の
時
代
に

は
薬
屋
或
は
堺
屋
と
も
い
っ
た
ら
し
い
。
こ
れ
が
後
に
お
け
る

富
商
「
油
屋
」
の
出
発
点
で
あ
っ
た
。

　
後
年
、
永
井
日
向
守
が
高
槻
へ
転
封
さ
れ
た
折
、
彼
は
高
槻

へ
支
店
を
設
け
て
い
る
。
こ
の
こ
と
は
二
代
清
兵
衛
が
、
商
業

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
五

●



　
　
　
立
命
館
経
済
掌
（
第
二
巻
・
第
一
晋
）

経
営
の
上
で
領
主
か
ら
厚
く
庇
護
さ
れ
、
援
助
さ
れ
て
い
た
こ

と
を
物
語
る
も
の
で
あ
り
、
更
に
彼
が
単
な
る
薬
種
商
人
と
し

て
の
教
養
と
才
能
の
持
主
で
は
な
く
、
旺
盛
な
る
企
業
精
神
の

持
主
で
あ
っ
た
こ
と
を
証
明
す
る
も
の
で
あ
る
。
そ
し
て
叉
同

時
に
薬
種
商
人
と
し
て
の
彼
の
成
功
を
物
語
る
も
の
で
も
あ
る
。

か
く
て
後
年
に
お
け
る
豪
商
「
油
屋
」
は
早
く
も
そ
の
蒸
礎
時

代
に
お
い
て
零
細
な
平
百
姓
か
ら
駐
化
し
て
商
人
と
な
り
、
巧

妙
な
る
商
業
経
営
に
よ
る
商
業
資
本
の
蓄
積
と
運
営
に
よ
っ
て

経
済
的
地
歩
を
固
め
、
村
の
貧
窮
農
氏
層
か
ら
土
地
を
購
入
し
、

土
地
兼
併
へ
の
販
芽
を
現
わ
し
て
い
る
。

　
尚
薬
種
商
人
と
し
て
成
功
し
た
記
録
は
過
去
帳
（
註
一
）
以
外

に
は
こ
の
基
礎
時
代
に
は
見
当
ら
な
い
が
、
涛
兵
衛
が
貞
享
元

年
（
ニ
ハ
八
四
年
）
六
十
九
才
で
硬
し
て
か
ら
恰
度
百
年
後
に
あ

た
る
天
明
五
年
（
一
七
八
五
年
）
十
二
月
末
に
お
け
る
在
庫
商
品

の
中
に
、
水
銀
　
百
斤
、
代
銀
一
貫
二
百
七
拾
五
匁
（
当
時
米
一
石

銀
八
十
五
匁
で
あ
る
か
ら
、
米
の
値
段
か
ら
考
え
る
と
今
日
の
貨
幣
価

値
で
約
十
八
万
円
に
相
当
す
る
）
、
広
東
人
参
半
斤
、
代
銀
百
五
十

匁
（
同
約
二
万
円
）
と
薬
品
が
棚
卸
さ
れ
て
お
り
、
更
に
文
化
九

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
六

年
（
一
八
二
奉
）
に
は
、
薬
の
棚
卸
額
、
弐
拾
貫
七
百
拾
三
匁

四
分
弐
厘
（
当
時
地
米
一
石
銀
五
十
五
匁
、
約
今
日
の
四
百
五
十
万
円
に

相
当
）
と
い
う
記
録
が
見
え
る
の
で
あ
る
。
（
立
命
館
経
済
学
第
一

巻
五
・
六
号
三
十
頁
を
参
照
さ
れ
た
い
）

い
　
絞
油
商
人
と
し
て
の
基
礎
経
営

　
次
に
こ
の
基
礎
時
代
に
お
け
る
搾
油
業
経
営
に
つ
い
て
で
あ

る
が
、
所
謂
「
油
屋
弥
兵
衛
」
と
し
て
近
郷
は
勿
論
、
京
阪
両

都
に
ま
で
名
声
を
馳
す
る
に
至
つ
た
と
こ
ろ
の
初
代
「
油
屋
弥

兵
衛
」
が
此
の
第
一
期
時
代
に
存
在
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。

即
ち
文
書
に
弥
兵
衛
が
「
油
屋
弥
兵
衛
」
と
記
録
さ
れ
た
も
の

の
う
ち
で
最
初
の
も
の
は
、
寛
保
二
年
十
二
月
に
村
か
ら
土
地

を
買
い
取
つ
た
証
文
で
あ
る
。
（
註
二
）
こ
の
証
文
内
容
か
ら
考

え
て
、
す
で
に
こ
の
時
代
に
「
油
屋
弥
兵
衛
」
と
近
郷
か
ら
呼

ば
れ
る
程
に
、
搾
油
商
人
と
し
て
の
経
営
地
盤
が
出
来
た
も
の

と
考
え
ら
れ
る
。
第
一
期
基
礎
時
代
に
お
け
る
残
存
記
録
の
う

ち
、
薬
種
商
人
、
絞
油
商
人
と
し
て
１
の
出
発
に
関
係
あ
る
も
の

は
以
上
の
通
り
で
あ
る
が
、
こ
の
商
人
と
し
て
出
発
と
、
そ
の

経
営
に
お
け
る
成
功
は
、
や
が
て
生
活
や
貢
預
等
の
た
め
、
艦

、



済
的
に
ゆ
き
詰
っ
た
農
民
か
ら
、
土
地
を
買
い
取
る
経
済
的
余

裕
を
生
ず
る
に
至
つ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

嘗
　
土
地
兼
併
商
人
と
し
て
の
出
発

　
こ
の
時
期
に
お
け
る
土
地
集
中
面
積
は
別
表
の
如
く
三
反
四

畝
十
歩
で
、
土
地
購
入
の
証
文
三
通
も
現
存
し
て
い
る
。
面
積

は
僅
少
で
あ
る
が
、
そ
の
購
入
の
余
力
が
あ
っ
た
と
同
時
に
、

土
地
兼
併
・
集
中
へ
の
萌
芽
的
性
格
が
見
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

　
尚
土
地
購
入
証
文
の
初
見
年
代
は
、
延
宝
六
年
（
ニ
ハ
七
八
年
）

で
左
の
如
き
証
文
が
残
存
し
て
い
る
。

　
　
　
　
売
渡
シ
申
囲
地
之
事

　
　
　
銀
含
壱
〆
六
百
五
拾
目
也

　
　
て
右
者
女
御
様
当
午
ノ
御
年
貢
米
二
相
詰
リ
致
付
而
我
等
抱
之

　
　
　
　
固
地
柳
井
田
上
因
六
畝
拾
歩
　
分
米
八
斗
八
升
七
合
之
所
売

　
　
　
　
渡
シ
右
代
銀
憧
二
請
取
御
蔵
江
上
納
申
上
候
実
正
明
白
也
此

　
　
　
　
固
地
二
付
而
当
所
他
所
親
類
縁
者
其
外
脇
ま
で
毛
取
払
ひ
致

　
　
　
　
上
候
間
若
し
万
一
少
成
共
違
乱
さ
ま
た
げ
申
者
閏
来
申
候
ハ

　
　
　
　
バ
此
判
形
之
我
等
罷
閏
急
度
其
堵
明
可
申
候
間
為
後
日
之
売

　
　
　
　
券
状
如
件

　
　
　
　
　
延
宝
六
年
午
極
月
十
三
目

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
売
主
　
庄
屋
　
　
伝
　
兵
　
衛
＠

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
年
寄
　
　
利
衛
　
門
＠

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
同
　
　
吉
　
兵
　
衛
＠

　
　
　
三
郎
兵
衛
殿

　
　
　
近
世
山
城
に
拍
け
る
在
溜
商
人
の
商
業
経
営
に
つ
い
て

　
か
く
て
購
入
さ
れ
た
土
地
は
、
手
作
り
と
し
て
所
有
さ
れ
て

い
た
の
か
、
或
は
少
な
い
乍
ら
も
小
作
に
出
し
て
商
人
と
し
て

の
薬
屋
・
油
屋
の
経
営
に
専
念
し
た
の
か
は
不
明
で
あ
る
。
何

れ
に
せ
よ
、
最
初
の
七
十
年
間
に
お
け
る
土
地
の
集
積
は
極
め

て
緩
漫
で
あ
つ
た
。
尚
高
利
貸
付
証
文
の
初
め
て
見
え
る
の
は

寛
政
二
年
十
二
月
で
、
こ
の
時
代
か
ら
更
に
五
十
五
年
も
後
で

あ
る
。
以
上
の
事
実
か
ら
し
て
こ
の
時
代
は
名
実
と
も
に
家
運

の
基
礎
形
成
時
代
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

　
（
謹
一
）
過
去
帳
の
記
録
左
の
如
く
で
あ
る
。

　
　
　
二
代
清
兵
衛
（
浄
有
）

　
　
　
三
代
浄
意
口
述
の
趣

　
　
『
小
塩
村
作
右
衛
門
入
道
道
清
の
子
浄
清
作
右
衛
門
が
寛
永
元
和

　
　
の
頃
長
井
目
向
の
守
当
村
（
神
足
）
御
在
城
の
節
御
小
人
に
奉
公
つ

　
　
と
め
申
さ
れ
し
由
、
そ
の
節
（
神
足
の
人
）
叉
左
衛
門
の
養
子
に
致

　
　
さ
れ
し
由
』
『
浄
意
申
さ
れ
候
に
１
永
井
日
向
守
御
在
住
の
節
当
町
筋

　
　
の
年
貢
除
地
を
仰
付
ら
れ
し
時
、
我
人
町
筋
え
出
で
ら
れ
そ
の
節

　
　
在
所
よ
リ
町
へ
閏
ら
れ
申
し
候
由
、
木
薬
商
ひ
致
さ
れ
候
由
、
家
名

　
　
薬
屋
と
も
堺
屋
と
も
古
き
書
附
に
之
あ
リ
侯
。
目
向
守
様
高
槻
へ

　
　
御
交
替
の
節
高
槻
へ
串
店
致
候
由
』
『
此
の
人
は
犬
切
な
人
な
リ
』

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
七



　
立
．
命
館
経
済
掌
（
第
二
巻
・
第
一
号
）

（
謹
二
）
寛
保
二
年
十
二
月
晦
貝
の
証
文
は
「
上
六
固
七
畝
九
歩
」

　
を
銀
子
三
百
五
拾
匁
で
「
本
物
返
し
売
渡
し
申
固
地
之
事
」
の
契

　
約
標
題
の
も
と
に
売
主
神
足
村
庄
屋
外
村
役
人
、
買
主
油
屋
弥
兵

　
衛
、
期
限
な
し
、
理
由
は
上
納
に
相
詰
リ
銀
子
が
必
要
に
つ
き
、

　
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
所
が
こ
の
証
文
が
抹
消
さ
れ
無
効
匡
な
っ

　
て
い
る
こ
と
は
、
後
に
銀
子
三
百
五
拾
匁
を
油
屋
弥
兵
衛
に
か
え

　
し
て
、
固
地
が
再
ぴ
売
主
た
る
村
役
人
の
手
に
か
え
っ
た
た
め
で

　
あ
ろ
う
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
れ
が
「
滴
星
弥
兵
衛
」
の
名
前
が
出

　
て
来
る
最
初
の
記
録
文
書
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
七
四
四
年
．
　
　
一
七
七
一
年

　
第
二
期
形
成
時
代
（
自
延
享
元
年
－
至
明
和
八
年
）

　
此
の
時
代
に
入
る
と
、
土
地
の
集
中
兼
併
は
俄
然
上
昇
を
示

し
て
来
る
。
（
土
地
購
入
統
計
表
参
照
）

　
即
ち
延
享
年
代
の
四
年
間
に
お
け
る
土
地
購
入
証
文
数
は
六

通
、
面
積
合
計
は
八
反
二
畝
二
拾
四
歩
、
（
但
し
石
盛
の
み
の
も
の

は
中
田
石
盛
一
石
四
斗
で
換
算
）
と
門
田
（
酉
積
不
明
）
一
簡
所
で

あ
っ
て
、
一
ケ
年
宛
平
均
買
入
面
積
は
約
二
反
余
で
あ
る
。
つ

づ
い
て
宝
暦
年
代
は
十
三
年
間
に
一
町
六
反
一
畝
十
二
歩
、
明

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
八

和
年
代
は
八
年
間
に
一
町
六
反
六
畝
二
十
二
歩
で
こ
の
間
僅
か

に
三
十
年
聞
で
あ
る
が
四
町
一
反
余
の
土
地
が
集
中
さ
れ
て
い

る
の
で
あ
り
、
在
郷
商
人
で
あ
り
乍
ら
土
地
兼
併
地
主
と
し
て

の
性
格
が
極
め
て
濃
厚
明
確
に
打
ち
出
さ
れ
た
時
代
で
あ
る
と

見
る
こ
と
が
出
来
る
の
で
あ
る
。

　
証
文
内
容
の
多
く
は
、
百
姓
が
止
む
を
得
な
い
理
由
、
即
ち

身
上
不
如
意
と
か
、
年
貢
の
上
納
が
出
来
な
い
た
め
に
売
渡
す

と
い
う
の
で
あ
る
が
、
　
「
本
物
返
し
」
譲
渡
の
証
文
が
「
永
代

売
渡
し
」
の
証
文
よ
り
多
い
こ
と
は
、
後
の
天
保
時
代
に
至
つ

て
、
逆
に
「
本
物
返
し
」
の
売
渡
し
証
文
が
殆
ん
ど
姿
を
没
し

て
、
　
「
永
代
譲
渡
し
証
文
」
が
増
加
し
て
い
る
現
象
に
対
比
し

て
、
此
の
時
代
は
、
い
ま
だ
土
地
譲
渡
、
土
地
売
買
が
自
由
で

な
い
事
、
及
び
農
村
に
お
け
る
貨
幣
経
済
の
進
行
が
緩
漫
で
あ

っ
て
、
農
民
層
の
土
地
か
ら
の
離
脱
が
ま
だ
あ
ま
り
盛
ん
に
行

わ
れ
て
い
な
い
状
態
を
物
語
っ
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
の
で

あ
る
。



築
二

期
羅
解
約
三
十
年
間
の
土
盤
入
要

年
　
　
代

推
毒
年

が
享

三
、
二

同

三
、
二

同
三
、
正
月

三
、
十
二

同四
、
十
二

宝
華

十
二

九
、
十
二

種

目
　
　
　
代

銀

上
　
固

申
　
因

上
　
畑

五
畝
二
四
歩

五
畝一

畝
二
十
歩

一
頁
五
〇
〇
．
Ｏ
Ｏ

上
　
固

一
反
三
畝
十
五
歩

皿
人
蝸

隷
蓑
赫

上中上

固固畑

五
畝
二
十
四
歩

　
一
畝
一
十
歩

　
二
畝
一
十
歩

門上

：
｛

田
　
一
反
六
畝
二
十
九
歩

田
…
、
ポ

八
八
○
・
Ｏ
Ｏ

上

八
四
九
・
Ｏ
Ｏ

上申上上申上下

固田畑田田畑田

三
反
九
畝
十
五
歩

一
　
反
　
五
　
歩

三
　
畝
　
六
　
歩

三
反
九
畝
十
五
歩
一

一
反
十
五
歩
一

一
一
畝
．
九
　
歩
■

七
　
　
　
　
畝

七
頁
○
○
○
・
○
Ｏ

内
　
　
容

上
納
相
詰

無
　
期
　
限

同
同
１同上

納
相
請

丸
六
年
間

譲
　
渡
　
申

上
納
相
詰

本
物
預
け

文
書
標
題

本
物
返
売
渡
申
固

地
之
事

同同

壌
・

十
二

十
頁
三
〇
〇
・
○
○
譲

同

渡
　
し

同
譲
申
固
地
之
事

同
本
物
預
ケ
申
田
畑

之
事

譲
　
　
渡

申

売
　
　
主

神
足
村

　
六
郎
右
衛
門

神
雛
村

兵
衛

神
足
村

　
次
郎
左
衛
門

神
足
村
一

勘
右
衛
門

開
固
村

清
右
衛
門

神
足
村
庄
屋

　
半
九
衛
門

神
足
村

　
清
　
　
　
蔵

神
足
村

　
勘
右
衛
門

神
足
村

　
勘
右
衛
門

買
　
　
主

神
鶴
衛
門

菰
兵
衛

同

近
世
山
城
に
拍
け
る
在
瑠
商
人
の
商
業
経
営
に
。
つ
い
て

同同同同同

八
九

訟
兵
衛



１

立
命
館
経
済
掌
（
第
二
巻
・
第
一
号
）

同
　
七
、
十
二

同
　
十
、
十
一

明
和元

、
十
二

同元
、
十
二

上
田
　
六
畝
二
十
歩

上
田
　
一
反
三
畝
二
歩

申
田
　
二
反
畝
二
歩

下
田
　
　
　
　
畝
十
八
歩

上
畑
　
　
一
畝
二
十
歩

上
上
田
　
　
　
九
畝
二
十
七
歩

上
大
固
　
　
　
一
反
四
畝
五
歩

上
固
　
二
反
四
畝
二
十
一
歩

　
四
六
〇
・
○
〇

二
貫
七
〇
〇
・
○
〇

　
六
五
〇
・
Ｏ
○

上
納
相
詰

丸
六
年
間

上
納
相
詰

丸
六
年
間

同
三
、
十
二

二
貫
五
〇
〇
・
○
○

二
貫
三
六
三
・
Ｏ
Ｏ

同

同無無

拠

期

拠限

本
物
返
し
売
渡
申

同
譲
　
　
渡

申

同本

九
〇

四
、
正
月

上
　
固

一
　
反

八
　
畝

一
頁
二
五
〇
・
○
Ｏ

同
　
　
　
　
上

四
、
十
二
一

固
　
　
　
反

二
　
畝

ご
二
五
・
Ｏ
Ｏ

同四
、
十
二

四
、
十
二

上
－

囲
　
　
五

畝

一
頁
二
〇
〇
・
Ｏ
Ｏ

上
　
固

一
反
七
畝
二
十
歩

四
六
〇
・
○
○

　
　
　
　
■

明
和
　
　
　
．

四
、
士
二
上

田

一
反
六
畝
十
歩

コ庫

二
〇
〇
・
Ｏ
Ｏ

上

囲
　
　
九

畝
　
六

歩

一
頁
三
〇
〇
・
Ｏ
Ｏ

同同無
　
　
拠

無
期

限

丸
五
ケ
年

上
納
相
詰

ロ

首
　
座

開
田
村

　
中
小
路
山
城

神
足
村

　
与
　
　
助

神
足
村

治
郎
左
衛
門

物

預

申

神
足
村

勘
右
衛
門

本
物
返
譲
渡
神
足
村

　
　
　
　
　
　
　
新
兵

衛

同

神
足
村

　
九
郎
衛
門

譲

渡

申

神
足
村

　
与
　
　
助

本
物
返
売
渡
申

神
足
村半

兵
衛

同

本
物
返
し
譲
渡

五
、

神
足
村半

兵
衛

十
二

同六
、
十
二

譲
　
渡

申
神
足
村

　
　
弥
右
衛
門

上
上
固

八
畝
二
十
四
土

六
畝
二
十
歩
一

五
五
・
…
一
同
　
７

四
六
・
…
一
丸
六
年
間
「
嚢
ポ
、
，

一
神
韓
衛
門
．

上

田

一
神
服
村
八

郎

申
ノ
町小

八
郎

神
足
村

岡
本
甚
七

同同
弥
兵
衛

同同同同同同コ庫］
一
１

『



同同 六
、
十
二

九
、
十
二

上中

囲田

一
反
四
畝
五
歩

八
　
　
　
畝

七
五
〇
・
○
○

上
納
相
詰

譲
渡
　
し

丸
六
年
間

譲

渡

申
神
足
村

　
　
　
九
郎
左
衛
門

本
物
返
譲
渡

Ｌ
■
■

神
足
村

　
太
右
衛
門

同同

「
本
物
返
し
」
と
「
永
代
譲
譲
渡
し
」

の
割
合

嚢
竺
合
工
期
間

六
間
年
３
０

宝
暦
時
代
一
三
「
無
、
馴
一
二
　
五
明
和
剛
、
一
ぺ
、
利
馴
、
，
ｈ
．
叶
一
一

合
計
一
十
五
一
．
載
十
イ
　
ｉ

■
二
十
｝

．
無
刈
士

十
三

姦
時
代
一
三
釧
．
期
一
十
四
丁
六

間
年
４
０

天
喉
代
一
…
四
一
無
期

二
士
二
二
士
一

　
尚
「
本
物
返
し
」
証
文
に
期
限
を
附
し
て
い
な
い
の
は
一
面

何
時
で
も
買
辰
さ
れ
得
る
と
い
う
契
約
の
も
と
に
行
わ
れ
て
い

る
譲
渡
彩
式
で
あ
る
が
、
反
面
「
永
代
譲
渡
」
へ
の
抜
け
道
で

あ
り
、
土
地
売
買
の
困
雑
な
時
代
に
お
け
る
脱
法
行
為
で
あ
っ

た
わ
け
で
あ
る
。
更
に
土
地
購
入
の
地
域
的
範
囲
に
つ
い
て
で

　
　
近
世
山
城
に
拍
け
る
在
郷
簡
人
の
商
業
経
営
に
つ
い
て

あ
る
が
、
基
礎
時
代
は
白
村
（
神
足
村
）
に
隈
ら
れ
て
い
た
の

で
あ
る
が
、
こ
の
時
代
に
な
る
と
、
　
延
享
年
代
一
（
開
田
村
）
、

宝
暦
年
代
一
（
開
田
村
）
、
安
永
年
代
二
（
馬
場
村
、
下
海
印
寺
村
）
、

と
漸
次
拡
大
の
兆
を
見
せ
、
叉
注
目
す
べ
き
事
は
、
譲
受
人
の

名
義
も
「
油
屋
弥
兵
衛
」
で
は
な
く
て
、
他
人
名
義
に
な
っ
て
い

る
証
文
が
次
第
に
多
く
な
っ
て
い
る
現
象
で
あ
る
。
こ
れ
は
一

度
買
入
れ
た
買
主
が
、
そ
の
証
文
を
担
保
に
し
て
油
屋
か
ら
金

を
借
り
、
証
文
が
油
屋
弥
兵
衛
の
手
に
渡
っ
た
も
の
で
あ
る
と

考
え
ら
れ
る
。
兎
に
角
こ
の
時
代
に
富
商
と
し
て
の
性
格
な
り
、

色
彩
が
極
め
て
強
く
形
成
さ
れ
た
こ
と
は
殆
ん
ど
疑
問
の
余
地

が
な
い
の
で
あ
る
。
即
ち
こ
の
様
な
土
地
兼
併
商
人
と
し
て
の

存
在
形
態
は
、
商
業
資
本
家
叉
は
高
利
貸
付
資
本
家
と
し
て
の

存
在
彩
態
を
前
提
と
し
て
行
わ
れ
た
も
の
で
あ
っ
て
、
こ
の
三

存
在
形
態
は
相
互
依
存
の
密
接
な
関
係
に
あ
っ
た
の
で
あ
る
、

要
す
る
に
土
地
購
入
の
資
金
は
、
薬
種
商
経
営
と
、
絞
油
商
経

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
九
一



　
　
　
立
命
館
経
済
掌
（
（
第
二
巻
・
第
一
吾
）

営
の
成
功
と
、
高
利
貸
付
に
よ
る
資
本
蓄
積
の
成
功
が
こ
の
土

地
集
中
に
放
出
さ
れ
た
と
見
て
差
支
え
な
い
。
た
だ
そ
の
場
合

商
業
資
本
と
高
利
貸
付
資
本
と
が
、
ど
の
程
度
に
動
か
さ
れ
て

い
た
か
は
記
録
初
見
の
天
明
三
年
正
月
に
ゆ
ず
ら
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
が
、
そ
れ
は
こ
の
時
代
よ
り
僅
か
十
二
年
後
に
あ
た
る

か
ら
、
天
明
三
年
の
記
録
文
書
を
と
お
し
て
、
此
の
時
代
に
お

け
る
商
業
経
営
の
規
模
を
ほ
ぽ
推
測
す
る
こ
と
が
出
来
る
の
で

あ
る
。
即
ち
天
明
三
年
に
は
高
利
貸
付
金
合
計
十
五
貫
五
百
匁

二
分
五
厘
（
今
目
の
約
二
百
万
円
程
度
）
、
手
持
の
地
米
百
三
十
石
、

買
付
菜
種
百
二
十
七
石
、
油
十
二
石
、
所
持
現
金
約
百
万
円
と

い
う
実
情
で
あ
っ
て
、
土
地
、
家
屋
を
除
い
て
尚
約
六
百
三
十

五
万
円
（
米
に
ょ
る
換
価
）
の
商
業
資
本
を
も
っ
た
富
商
に
な
っ

て
い
る
の
で
あ
る
。
而
し
て
か
か
る
商
人
と
し
て
の
経
営
規
模

は
決
し
て
一
朝
一
夕
に
出
来
た
も
の
で
は
な
く
、
此
の
第
二
期

時
代
に
形
成
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
商
業
資
本
な
ら
ぴ
に
高
利

貸
資
本
の
巧
妙
な
る
運
営
、
即
ち
彼
の
商
業
経
営
が
す
ぐ
れ
て

い
た
結
果
に
外
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。
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物
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本
譲
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■

　
　
１

　
　
山
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一
政
一

永
安
■

嘉
　
一

一
６
０

偲
１
８

１
８

近
世
山
城
に
拍
肘
る
在
郷
摘
人
の
商
喋
艦
背
に
つ
巾
て

　
第
三
期
確
立
時
代
（
自
安
永
元
年
（
一

七
七
二
年
）
　
　
至
享
和
三
年
二
八
〇
三

年
）
約
三
十
年
間

　
此
の
時
代
に
お
け
る
薬
種
商
，
、
絞
油

商
の
経
営
は
着
六
と
成
功
を
お
さ
め
、

発
展
を
遂
げ
て
遂
に
莫
大
な
商
業
資
本

の
蓄
積
を
行
つ
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ

し
て
そ
の
蓄
積
さ
れ
た
資
本
は
、
或
は

高
利
貸
資
本
と
な
り
、
或
は
土
地
集
中

の
資
本
と
な
っ
て
放
出
さ
れ
、
遂
に
山

城
に
お
け
る
在
郷
富
商
と
し
て
の
盤
石

の
地
位
を
確
立
す
る
に
至
つ
た
と
考
え

ら
れ
る
の
で
あ
る
。
而
し
て
此
の
時
期

に
お
け
る
商
業
経
営
に
つ
い
て
は
凡
そ

次
の
通
り
で
あ
る
。

Ｈ
搾
油
商
人
と
し
て
の
経
営
形
態

　
搾
油
商
経
営
は
創
業
以
来
「
油
屋
弥

兵
衛
」
と
称
し
て
基
礎
を
培
い
、
規
模

　
　
　
　
　
九
三



　
　
立
命
館
経
済
掌
（
第
二
巻
・
第
一
景
）

の
拡
大
と
発
展
が
見
ら
れ
る
わ
け
で
あ
る
が
、
第
三
期
に
入
る

と
そ
の
経
営
形
態
は
最
早
や
確
乎
た
る
基
礎
を
も
つ
に
至
っ
た
。

天
明
三
年
頃
の
搾
油
設
備
の
規
模
は
、
現
存
す
る
一
．
油
壷
之
図
Ｌ

に
よ
っ
て
ほ
ぽ
知
る
こ
と
が
出
来
る
。

　
そ
れ
に
よ
る
と
配
置
、
及
び
容
量
は
次
の
如
く
で
あ
る
。

　
　
「
油
壷
之
図
」

二
石

〇
二
石〇

二
石○

一
石
六
斗
三
升
○

〇一
石
九
斗
三
升

〇一
石
八
斗
六
升

〇一
石
八
斗
九
升

○

一
駅
聖
一
癖

〇一
石
四
斗
四
升

〇一
石
四
斗
三
升

○油
一
石
代
銀

米
一
石
代
銀

、
計合

石
２
１量容

一
一
一
加
魏
一

　
右
之
図
の
如
く
、
合
計
十
三
箇
の
油
壷
が
設
備
さ
れ
て
お
り
、

約
二
十
一
石
五
斗
の
油
を
確
保
す
る
事
が
出
来
る
よ
う
に
な
っ

て
い
る
。
そ
し
て
こ
の
油
壷
は
、
厚
い
防
火
壁
で
築
造
さ
れ
た

土
蔵
の
中
に
、
穴
を
堀
っ
て
埋
め
ら
れ
て
い
た
の
で
あ
っ
て
、

土
蔵
と
壷
は
今
尚
そ
の
ま
ま
現
存
し
て
い
る
。
油
は
年
中
絞
ら

れ
て
、
一
た
ん
油
壼
に
投
入
さ
れ
た
上
、
店
売
り
、
注
文
売
り
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
九
四

或
は
菜
種
と
交
換
等
に
応
じ
て
ど
ん
ど
ん
搬
出
さ
れ
た
わ
け
で

あ
る
か
ら
、
一
年
間
の
搾
油
生
産
高
は
油
壷
の
全
容
量
た
る
二

十
一
石
五
斗
の
何
借
か
に
の
ぽ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　
さ
て
搾
油
原
料
た
る
菜
種
は
、
近
郷
の
農
民
か
ら
買
い
集
め

た
の
で
あ
る
が
、
そ
の
購
入
方
法
は
生
産
者
か
ら
直
接
買
い
集

め
る
場
合
と
、
資
金
の
前
貸
に
よ
っ
て
安
価
に
買
入
れ
る
場
合
、

或
は
高
利
貸
付
に
お
け
る
質
物
と
し
て
没
収
す
る
場
合
等
種
六

あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
が
、
高
利
貸
付
が
梢
当
な
額
に
上
り
、
然

も
そ
の
大
部
分
が
近
郷
の
農
氏
に
貸
付
け
ら
れ
て
い
る
こ
と
、

及
び
、
現
存
貸
付
証
文
の
う
ち
で
、
最
も
古
い
寛
政
年
間
の
三

通
の
証
文
の
質
物
が
、
何
れ
も
、
農
民
の
作
っ
て
い
る
菜
種
に

な
っ
て
お
り
、
貸
付
金
の
同
収
が
不
可
能
に
な
っ
た
場
合
は
、

ン
、
の
元
利
合
計
金
額
に
梢
当
す
る
菜
種
を
没
収
す
る
と
い
う
取

り
き
め
に
な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
高
利
貸
付
の
質
物
没

収
手
段
に
よ
っ
て
、
低
廉
な
価
格
で
、
し
か
も
強
制
的
に
、
菜

種
を
収
奪
す
る
こ
と
が
多
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
か
く
て
一

方
に
お
け
る
高
利
貸
付
及
び
資
本
の
前
貸
付
は
、
他
方
に
お
け

る
搾
油
経
営
と
全
く
表
裏
一
体
の
関
係
に
お
い
て
経
営
さ
れ
、



そ
の
結
果
は
莫
大
な
利
潤
を
生
ず
る
に
至
っ
た
の
で
あ
る
。
そ

し
て
こ
こ
に
資
本
の
蓄
積
と
投
資
、
投
資
と
蓄
積
が
繰
返
さ
れ

る
こ
と
に
な
り
、
遂
に
「
油
屋
弥
兵
衛
」
は
近
郷
切
っ
て
の
大

搾
油
商
人
に
な
つ
た
の
で
あ
る
。
今
此
の
時
代
に
お
け
る
搾
油

業
経
営
の
実
惜
を
物
語
る
資
料
と
し
て
、
次
の
如
き
統
計
表
薫

あ
げ
る
こ
と
に
す
る
。

年
末
に
■
お
け
る
搾
油
業
関
係
商
品
の
在
庫
数
量
と
価
格
（
貸
付
も
合
む
）
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菜
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滴
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マ
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明
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月
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目
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。
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目
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末
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八
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〇
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〇
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五
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五
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代
　
　
三
〇
匁

（
白
滴
）

三
斗

三
三
〇
匁
が
へ

代
　
　
九
九
匁

九
玉代

四
五
匁

二
七
八
玉

　
四
五
〇
匁
が
へ

代
　
一
頁
二
五
一
匁

二
〇
六
玉

　
五
六
〇
匁
が
へ

代
一
頁
一
五
三

　
匁
六
分

二
一
〇
玉

五
七
〇
匁
が
へ

代
　
六
八
四
匁

一
八
玉

五
五
〇
匁
が
へ

代
　
　
九
九
匁

七
一
玉

代 五
六
〇
匁
が
へ

三
九
七
匁
六
分

二
三
一
玉

　
四
六
〇
匁
が
へ

代一
頁
六
二
匁
六
分

　
　
　
　
九
五

三
斗
六
升

代 三
〇
〇
匁
が
へ

　
　
一
〇
八
匁

三
斗
七
升

一
斗
一
升
五
合

二
斗
八
升

二
斗
八
升

近
世
山
城
に
■
拍
け
る
在
溜
繭
人
の
商
業
経
営
に
つ
い
て

一
斗
九
升
五
合



立
命
舘
経
済
掌
（
第
二
巻
・
第
一
晋
）
．

寛
政
三
年
十
二
月

末
　
目
　
現
在

五
五
石

　
八
五
匁
が
へ

代
　
四
貫
六
七
五
匁

九
石
七
斗
五
升

　
三
四
〇
匁
が
へ

代
三
頁
三
四
四

　
匁
二
分
五
厘

二
斗

　
三
六
〇
匁
が
へ

代
　
　
七
二
匁

（
白
滴
）

　
二
斗

　
三
五
五
匁
が
へ

代
　
　
　
七
一
匁

一
石
　
代
六
〇
匁
．

（
白
滴
）
三
斗

　
二
八
○
匁
が
へ

代
　
　
八
四
匁
一

九
六

寛
政
四
年
十
二
月

末
目
　
現
在

三
八
石
五
斗

　
七
〇
匁
が
へ

代
　
二
頁
六
九
五
匁

一
一
石
一
斗
四
丑

　
二
七
〇
匁
が
へ

代
　
三
頁
七
匁
八
分

一
斗
五
升

四
〇
〇
匁
が
へ

代
　
　
六
〇
匁

六
四
玉

　
五
二
〇
匁
が
へ

代
　
三
三
二
匁
八
分

二
一
四
玉

代 四
九
〇
匁
が
へ

六
〇
七
匁
六
分

一
斗
八
升

五
斗
二
升

代 二
七
〇
匁
が
へ

一
四
〇
匁
四
分

　
右
表
か
ら
此
の
時
代
に
お
け
る
天
明
三
年
か
ら
寛
政
四
年
に

至
る
十
ヶ
年
の
毎
年
十
二
月
三
十
一
日
現
在
に
お
け
る
搾
油
関

係
商
晶
の
在
庫
数
量
及
び
価
格
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
が
出
来

る
。
即
ち
原
料
の
菜
種
は
毎
年
六
月
に
収
穫
さ
れ
る
も
の
で
あ

る
が
、
十
二
月
末
に
尚
百
石
前
後
の
菜
種
が
確
保
さ
れ
て
お
る

こ
と
か
ら
、
相
当
量
の
油
が
年
中
生
産
さ
れ
い
た
こ
と
が
明
ら

か
に
な
っ
て
来
る
。
叉
価
格
は
茱
種
一
石
を
米
一
石
の
価
格
と

比
較
す
る
場
合
、
米
よ
り
か
大
体
銀
十
六
匁
か
ら
二
十
匁
位
高

く
な
っ
て
お
り
、
梢
当
農
民
達
に
と
っ
て
は
貴
重
な
商
品
的
作

物
で
あ
っ
た
と
恩
わ
れ
る
。
更
に
そ
の
価
格
が
米
価
変
動
と
軌

を
一
に
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
そ
の
年
の
景
気
、
不
景
気
が
茱

種
の
価
格
に
鋭
敏
に
反
映
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

例
え
ば
米
価
が
寛
政
二
年
に
は
、
寛
政
元
年
の
一
石
、
銀
七
十

二
匁
五
分
か
ら
、
四
十
六
匁
に
暴
落
し
て
、
経
済
界
は
不
況
で

あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
が
、
茱
種
も
亦
一
石
銀
九
十
匁
か
ら
、

六
十
二
匁
に
大
暴
落
を
演
じ
、
そ
の
上
生
産
さ
れ
た
油
も
全
く

同
様
に
、
一
石
三
百
三
十
匁
か
ら
二
百
五
十
匁
に
下
落
を
示
し

て
、
恐
慌
的
な
現
象
が
現
わ
れ
て
い
る
。
他
の
年
の
例
を
と
つ

て
み
て
も
茱
種
の
価
格
は
米
価
と
ほ
ぽ
そ
の
騰
落
を
共
に
し
て

い
る
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
価
格
桐
場
の
変
動
は
、
商
業
資

本
家
と
し
て
の
「
油
屋
弥
兵
衛
」
に
と
っ
て
時
と
し
て
損
失
を
‘

招
く
こ
と
も
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
が
、
そ
の
損
失
は
前
貸
．
高
利

貸
資
本
の
支
配
下
に
あ
っ
て
、
茶
種
を
も
っ
て
歓
定
し
た
農
氏

か
ら
の
、
絶
え
ざ
る
搾
取
収
奪
に
よ
っ
て
、
償
わ
れ
た
の
で
あ

っ
て
、
　
「
油
屋
弥
兵
衛
」
が
事
実
上
損
失
を
招
く
こ
と
は
少
な

く
、
反
対
に
そ
の
棉
場
変
動
か
ら
生
ず
る
利
潤
は
、
こ
れ
を
独

占
す
る
と
い
う
結
果
に
な
っ
た
で
あ
ろ
う
。
生
産
さ
れ
た
油
は

在
た
ね
油
、
ご
ま
湘
、
白
油
で
、
い
ず
れ
も
高
価
な
も
の
ノ
」
あ



っ
た
こ
と
は
、
今
日
と
変
ら
な
い
。
そ
れ
だ
け
に
、
毎
年
度
末

に
お
い
て
な
お
十
四
、
五
石
の
生
産
油
が
棚
卸
し
さ
れ
て
い
る

こ
と
は
、
如
何
に
盛
ん
に
絞
油
が
行
わ
れ
て
い
た
か
を
知
る
こ

と
が
出
来
る
の
で
あ
る
。
更
に
副
生
産
物
と
し
て
の
油
粕
は
当

時
に
お
い
て
は
貴
重
な
肥
料
で
あ
り
、
高
価
な
も
の
で
あ
っ
て
、

油
粕
の
販
売
と
い
う
経
営
面
か
ら
も
亦
多
く
の
利
潤
が
得
ら
れ

た
の
で
あ
っ
た
。
か
く
て
搾
油
経
営
に
お
け
る
成
功
と
発
展
は

彼
を
し
て
富
商
た
ら
し
め
る
、
へ
き
こ
と
を
決
定
的
な
ら
し
め
た

の
で
あ
る
。

○
薬
種
商
人
と
し
て
の
経
営
形
態

　
薬
種
商
経
営
の
全
貌
を
明
ら
か
に
な
し
得
る
の
は
次
の
文
化
、

文
政
時
代
で
あ
る
が
、
こ
の
時
代
に
お
い
て
も
梢
当
手
広
く
行

わ
れ
て
い
る
。

　
今
、
残
存
文
書
か
ら
こ
れ
を
拾
っ
て
み
る
と
、
凡
そ
次
の
如

く
で
あ
る
。

　
下
表
の
如
く
、
天
明
六
年
以
降
に
水
銀
百
斤
と
広
東
人
参
半

斤
の
棚
卸
薬
品
名
が
見
え
る
。

　
　
近
世
山
城
に
拍
け
る
在
瑠
商
人
の
商
業
纏
営
に
つ
い
て

薬

晶

の

棚

１ｋ７

鈎

■
　
　
！

年

代

表銀

広
東

人
参

天
明
六
年
十

二
月
三
十
一

目
現
在

天
明
七
年

同天
明
八
年

同寛
政
元
年

同寛
政
二
年

同寛
政
三
年

同寛
政
四
年

同

一
〇
〇
斤

　
一
斤
二
付
キ

　
　
ニ
一
匁
七
分
五
厘

代
一
頁
二
七
五
匁

一
〇
〇
斤

　
二
一
匁
七
分
五
厘

　
　
　
　
　
　
が
へ

代
一
貫
二
七
五
匁

一
〇
．
Ｏ
斤

一
二
匁
七
分
五
厘

　
　
　
　
　
　
が
へ

代
一
貫
二
七
五
匁

一
〇
〇
斤

一
二
匁
七
分
五
厘

　
　
　
　
　
　
が
へ

代
一
貫
二
七
五
匁

一
〇
〇
斤

二
一
匁
七
分
五
厘

　
　
　
　
　
　
が
へ

代
一
頁
二
七
五
匁

右
　
　
同

右

同

半代

斤
一
匁
二
付
キ

　
　
　
七
匁
七
分

　
　
　
一
五
四
匁

半代

斤
一
匁
二
付

七
匁
七
分

一
五
四
匁

ナ
　
　
　
シ

ナ
　
　
　
シ

ナ
　
　
　
シ

ナ
　
　
　
シ

ナ
　
　
　
シ

　
更
に
寛
政
六
年
以
降
に
次
の
如
き
薬
品
の
売
買
が
記
帳
さ
れ

て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
九
七



立
命
館
経
済
掌
（
第
二
巻
・
第
一
号
）

　
　
　
薬
の
売
買
（
抜
率
）

寛
政
六
と
り
六
月
廿
二
目

一
、
水
　
銀
　
　
百
斤
（
う
リ
）
　
　
　
　
と
ら
星

　
　
二
十
七
匁
八
分
が
へ
　
　
　
　
半
右
衛
門

　
　
　
代
弐
〆
七
百
八
拾
匁

寛
政
六
と
リ
九
月

一
、
壱
八
牡
伸
　
　
五
櫃
（
う
リ
）
　
　
　
杢
原
下
の
川

　
　
二
匁
四
分
五
厘
が
へ
　
　
　
　
と
ら
や
　
半
　
　
兵
　
　
衛

　
　
　
代
五
百
七
十
九
匁
四
分
二
厘

寛
政
十
壱
未
五
月

一
、
青
葉
雀
香
　
　
三
櫃
　
　
　
　
　
　
　
山
崎
薬
屋

　
　
拾
弐
匁
八
分
が
へ
　
　
　
　
市
右
衛
門

　
　
　
代
四
百
四
十
三
匁
六
分

同
年
　
七
月

一
、
拾
八
山
帰
米
　
拾
櫃
（
か
い
）
右
同
人

　
　
四
十
五
斤
七
分
返
し

　
正
味
四
百
五
十
七
斤

　
　
三
匁
四
分
が
へ

　
　
　
代
一
〆
五
百
五
十
三
匁
八
分

享
和
二
戊
十
一
月
廿
二
巨

一
、
壱
万
弐
千
　
大
黄
　
　
五
十
斤
　
　
　
山
崎
薬
屋

　
　
拾
匁
八
分
が
へ
（
買
値
）
　
　
　
市
右
衛
門

　
　
　
代
五
百
四
拾
匁

　
　
　
　
う
り
（
売
価
）

　
　
　
　
一
“
十
“
Ｈ
一
ジ
一
一
一

代
六
百
三
匁

九
八

　
享
和
三
年
十
一
月
廿
巨

一
、
胡
桝
　
三
十
斤
（
買
い
）
　
　
下
狛
大
和
星

　
　
　
十
一
匁
三
分
が
へ
　
　
　
　
　
治
郎
兵
衛

　
　
　
　
代
三
百
三
十
九
匁

　
　
　
　
　
此
の
外
二

　
　
　
　
　
銭
二
百
四
十
四
文
　
船
ち
ん

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
口
　
銭
　
払

　
こ
の
薬
品
取
引
の
売
主
、
及
び
買
主
か
ら
見
て
、
薬
品
の
卸

商
を
も
経
営
し
て
い
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
そ
し
て
取
引
量
も

大
量
に
行
わ
れ
て
お
り
、
殊
に
享
和
二
年
十
一
月
廿
日
の
「
大

黄
」
五
十
斤
の
取
引
の
如
き
は
、
薬
品
の
仕
入
値
と
売
却
値
が

書
か
れ
て
い
て
、
利
潤
六
十
三
匁
を
あ
げ
て
い
る
こ
と
が
計
算

さ
れ
、
興
味
あ
る
資
料
で
あ
る
。
さ
て
こ
の
薬
種
商
の
経
営
は

先
祖
伝
来
の
家
業
で
あ
っ
て
、
引
続
い
て
此
の
時
代
に
も
盛
ん

に
行
わ
れ
、
前
述
の
残
存
文
書
か
ら
、
薬
種
商
人
と
し
て
の
地

位
は
確
立
さ
れ
る
に
至
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

嘗
米
穀
商
人
と
し
て
の
経
営
彩
態

　
米
穀
商
人
と
し
て
、
且
叉
二
大
商
都
、
京
都
・
大
阪
間
に
お

け
る
在
郷
商
人
と
し
て
の
特
異
性
を
遺
憾
な
く
発
樺
し
て
い
る

商
業
経
営
の
盗
が
見
ら
れ
る
の
は
、
文
化
、
文
政
時
代
で
あ
る

が
、
そ
の
活
躍
の
土
台
は
此
の
天
明
、
寛
政
の
時
代
に
築
か
れ



た
の
で
あ
る
。
即
ち
集
中
さ
れ
た
田
地
の
自
作
、
小
作
か
ら
も

た
ら
さ
れ
る
米
と
、
現
金
で
購
入
す
る
取
引
用
の
米
穀
は
莫
大

な
数
量
に
の
ぽ
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
今
こ
れ
を
白
家
の
米
蔵

肯
　
　
弁

吊
　
　
　
＊

に
買
入
れ
た
地
米
と
、
投
機
取
引
の
対
象
と
し
て
の
他
国
蕗
米

に
分
け
て
、
そ
の
数
量
を
統
計
し
、
米
穀
取
引
の
経
営
と
規
模

の
実
態
を
見
る
に
凡
そ
次
の
通
り
で
あ
る
。

淳
＊
ｓ
鼎
礁
薄
脚
欝
嘩
～
＊
責
撒
（
朴
ｓ
」
）

一
諦
　
雌
一
議
　
＊
一
鴻
　
レ
ー
ド
ト
一
汁

沸

一
悼
■

一
叫
＊

洲
温
ｏ
ｏ
肯

旨
泣
耕
麟
計

べ
ｏ
ｏ
訓
Ｑ
半
べ
斗

　
Ｈ
訓
余
８
膏

　
↓
序
購
“
域
ら
べ
ｏ
ｏ
膏

ｘ
温
ｑ
肯

冨
泣
耕
灘
計

ｑ
〕
司

Ｈ
司
淳
竃
育

余
購
〕
海
べ
○
ｏ
ｏ
膏

　
　
　
ｓ
訓
ｏ
半

洲
温
ｏ
音
　
　
◎
ｏ
ｑ
膏
ま
ノ

旨
泣
耕
鵠
詩
声
購
◎
◎
属
ｏ
旨
肖
ｑ
中

　
　
　
べ
ｏ
訓
ｏ
ｏ
い
ヤ
ベ
斗
寸

ｘ
温
“
令
　
　
冒
膏
法
ノ

ｓ
泣
耕
灘
請
声
撃
び
坤
富
べ
膏
べ
串
心
詞

　
　
　
こ
○
司
（
｝
．
蓼
叫
汁
）

洲
温
◎
ｏ
舟
　
．
　
ｓ
惇
曽
ノ

Ｈ
簑
耕
灘
奇
一
　
声
購
◎
。
海
８
◎
曽

〕
訓余

撃
８
◎
膏

〕
司自

賞
法
ノ

　
声
灘
ゆ
屠

〕
訓

涛
賎
－
・
。
つ
曹

び
半

　
声
灘
ｃ
ｏ
ｑ
膏

　
　
　
　
ｑ
半
　
　
　
．

　
　
　
　
　
余
購
含
童

■
洲
，
、
，
　
　
Ｈ
昂

　
声
簿
■
膚
喧
　
声
蒲
ｏ
ｏ
ｑ
膏

、
甘
「
町
“
．
ム
ー
　
■
司

ｏ
ｃ
○
賞
“
“
ノ
　
　
ベ
○
曽
辻
“
ノ

斗
汀
融
Ｈ
｛
｝
膏
一
京
購
Ｈ
｛
◎
曽
一

鴻
涛
■
青

旨
泣
耕
誰
甫

び
ｏ
ｃ
司
　
　
　
　
　
　
一

　
竃
肯
ｑ
サ
笠
ノ
一

｛
斤
鷺
〕
庫
｛
合
〕
肖
ｑ
串
一

石
創一

さ
膏
法
ノ

８
訓
ｑ
半
　
　
　
一

　
　
　
　
　
■

　
声
灘
｛
海
轟
○
迂

轟
司

声
購
Ｈ
畑
○
◎
〕
Ｈ
膏

ｇ
封
ｑ
半

－
声
備
■
－
ら
域
省
、
い
崎
■
厚

ｑ
半
　
　
引
．
与

衰
能
、
剖
」
∴
藁
、
ポ

お
訓
　
　
　
）
一

　
　
　
罫
滅
溜

奔
灘
Ｈ
海
Ｎ
あ
膏
～
（
！
■
「

ミ
訓
　
　
　
　
二
〉
淋
）

　
　
　
　
　
一
　
］
司

一
｝
、
与一

ｓ
算
ヌ

一
声
薄
ｃ
・
ｏ
肖

ｏ
ｏ
ｃ
訓
ｏ
し
十
　
　
　
　
　
ｃ
ｏ
訓
ｏ
い
十

　
ム
ｏ
膏
曽
ノ
　
　
　
一
｛
○
曽
ま
，
／

　
余
購
〕
海
８
Ｈ
肖
．
声
購
崖
Ｏ
膏

－
ざ
、
…

声
灘
書
曽

．
」
．
ｄ
．
ｏ
」
十

一
蟹
膏
サ
ノ

鴎
涛
〕
青

旨
と
耕
演
育

　
　
　
ミ
訓
（
涌
米
）

醸
淳
◎
ｏ
肯
　
　
　
竃
膏
曽
ノ

嵩
泣
耕
灘
奇
　
　
奔
灘
◎
◎
畑
Ｈ
お
肖

鴎
薄
｛
青

竃
泣
耕
串
尉

Ｈ
訓余

購
８
宵

一
奔
灘
馨
省
唐
備
－
鳥
属
帖
ｈ
冷
…
鳶
騰
」
喜
言
蝉
ゆ
烏
書

Ｈ
．
創
ｑ
半
　
一
　
　
　
　
一
　
　
　
　
　
　
一

涼
雑
“
蔀
サ
■
　
■
　
■
一
　
■
■
；
　
■
…
∴

ｏ
ｏ
◎
司
｛
し
十
（
刺
鮒
ｗ
布
）

　
ｏ
ｏ
ｏ
ｏ
育
法
ノ

涛
蔑
｛
鴻
◎
ｏ
｝
ｑ
膏
ｑ
串

Ｈ
封涛

融
轟
商

Ｈ
司
０
１
半

冒
宵
曽
ノ

涛
灘
Ｈ
Ｈ
心
宵
ｑ
申

Ｈ
封
ｏ
◎
半

寄
膏
笠
ノ

涛
灘
お
蠣
肖

ｓ
訓
び
半

冴
｛
訓
ｏ
」
十
、
・
ｏ
ｏ
◎
宵
浅
ノ

Ｈ
◎
訓
＼
！
ｏ
べ
賞
ｑ
｝
辿
“
ノ

　
　
卑
◎
。
域
割
び
膏

　
　
　
　
一
（
斗
汁
齢
）

Ｈ
Ｏ
軸
ｑ
半

　
　
　
　
〕
訓
ｑ
半

旨
賞
汝
，
／

　
　
　
　
ｓ
膏
曽
ノ

「
唐
隠
ｂ
～
陣
ぼ
ば
　
涛
簿
蟹
肯

さ
訓べ

ｑ
膏
り
サ
Ｎ
－
倒
辿
“
ノ

弁
一
瀞
◎
ｏ
坤
ｏ
ｏ
ｏ
膏
ｏ
◎
串

Ｈ
司声

購
８
膏

近
世
山
城
に
拍
け
る
在
溜
繭
人
の
商
業
経
営
に
つ
い
て

九
九
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一
〇
〇

達
＊
ｓ
｝
煎
蝉
脚
欝
卑
～
＊
禽
淋
（
朴
ｓ
い
）

肯

京
一
酎
戯
．
判
米
－
□
｝
一
康
圭
誹
＊
一
ｉ
１
附
１

－
淋
．

一
詐
　
　
雌
一

蓄
　
　
一
〉
　
釧

馨
。
・
音
一

婁
耕
灘
計
一

川戸

、

洪
温
ｏ
肯

富
速
耕
麟
計

洲
温
ｏ
肯

旨
泣
耕
麟
奇

×
温
べ
肯

旨
湿
耕
灘
奇

　
　
　
心
封
べ
半

洲
温
ｏ
。
青
　
蟹
膏
曽
ノ

旨
泣
耕
灘
計
声
融
宝
。
・
肖
｝
ゆ

津
津
■
肯

旨
ｄ
耕
麟
計

酵
涛
Ｎ
肯

嵩
注
耕
闘
甫

溝
黒
◎
。
肯

冒
泣
耕
麟
蔚

（
繭
）

蟹
訓

　
ｏ
◎
ｑ
肖
曽
ノ

声
灘
｛
畑
ｏ
べ
ｑ
膏

暗
薄
｛
肯

さ－
暑
耕
騨
計

（
薗
）

ｃ
ｏ
ｏ
◎
訓
ｑ
半

　
さ
膏
曽
ノ

■
涼
幟
－
慮
ｂ
竃
膏

◎
○
心
蛍
ｑ
半

０
｛
膏
み
小
｝
｛
－
岡
ま
、
／

声
小
瀞
Ｈ
坤
り
ｏ
ｑ
曽
｛
中
心
圃

Ｈ
司
ｏ
半

蟹
膏
法
ノ

　
奔
灘
・
。
心
商
藺
ヰ

．
一
◎
・
劃
ｑ
半

一
、
。
膏
辿
”
ノ
警
暮

（
瓜
奇
田
＊
）

旨
粛

　
昌
膏
曽
ノ

余
購
｝
◎
ｏ
べ
膏
“
申
ｏ
圃

Ｈ
◎
訓
ｑ
半

心
ｏ
◎
肖
法
ノ

声
灘
心
邊
宵

｝
司
似
半

お
膏
ま
ノ

　
　
余
灘
心
○
０
Ｑ
膏
｝
ゆ

一■１

一
　
　
．
，
、
．
－
「

、
一

－

〕
訓冒

膏
サ
ノ

奔
購
嵩
◎
肖

心
訓
ひ
半

旨
肖
曽
ノ

唐
灘
◎
ｏ
【
情
ｑ
申
一

（
叫
淋
痔
）

ｏ
ｏ
訓さ

宵
曽
ノ

涛
購
・
。
岩
曹

Ｈ
Ｈ
訓

へ
卯
購
ｏ
ｏ
○
○
ｏ
曽
ｏ
ｏ
串



潜
藤
測
望
＊
灘
譲
卑
叶
米
灘
禽
譲
搬

琶
　
戚

＊
丁

曽
二
謹

二
酎

田
二

号
圓
工
園
　
汁

８
爾
Ｈ
ｏ
ｏ
訓

同

決
温
べ
肯

旨
泣
耕
麟
計

洪
温
◎
。
肯

冒
泣
耕
灘
科

　
　
　
　
　
　
８
訓

８
訓
　
　
　
　
　
　
ミ
膏
ｏ
ｏ
サ
曽
ノ

ざ
倉
Ｈ
ゆ
迅
舳
ノ
　
　
余
購
◎
ｏ
域
８
◎
膏

　
　
薄
購
暮
Ｏ
膏
　
口
灘
べ
膏
ｑ
ゆ

溝
淳
Ｈ
肯

ｓ
泣
耕
灘
計

○
Ｏ
Ｏ
Ｏ
漂

　
饒
ｏ
◎
膏
ｑ
ゆ
辿
〃
ノ

　
　
　
　
ロ
癬
壮

　
余
購
ｑ
畑
ｃ
ｏ
◎
？
灯

溝
薄
〕
肯

冒
泣
耕
麟
甫

討
　
ぺ

討
　
ぺ

糠
属
ｏ
。
令

Ｈ
簑
耕
誰
計

○
Ｏ
Ｏ
◎
藩

べ
令
膏
｛
圃
“
“
ノ

　
薄
紛
　
Ｈ
畑
晒

旨
○
爾Ｑ

り
膏
り
サ
“
川
ノ

声
溝
Ｏ
。
塒
合
Ｏ
情

睡
淳
｛
肯

Ｈ
簑
耕
鵠
甫

旨
采

　
○
ｏ
｛
膏
ｏ
サ
法
ノ

　
　
奔
購
旨
Ｏ
肯

Ｈ
合
べ
淋
（
｛
訓
卜
…
千
Ｈ
斗
）

ｏ
◎
冷
淋
“
専
ｏ
ｏ
膏
ｇ
◎
申
Ｎ

京
＾
瀞
○
◎
◎
り
倉
｛
串
り
厨
一

洋
　
ピ

（
叫
冴
取
＊
）

◎
◎
Ｏ
Ｏ
爾

Ｑ
○
○
膏
◎
ｏ
専
○
◎
Ｈ
岡
凶
“
ノ

京
灘
ｏ
域
ｏ
◎
ｏ
ｏ
ｏ
◎
商

（
薄
罫
＊
）

さ
訓

　
ｏ
ｏ
り
肖
ｇ
◎
串
笠
ノ

薄
備
』
ゆ
つ
｝
帖
俸
岬
偶

旨
萩
（
ｏ
訓
）

　
　
余
灘
自
べ
膏

　
洋
　
Ｆ

１
べ
函
薄
汁
牒
）

　
８
０
涛

　
ｏ
ｏ
べ
膏
ｃ
ｏ
申
Ｈ
圃
“
｝
ノ

　
余
購
◎
◎
崩
べ
◎
◎
－
膏

Ｎ
旨
藩

　
舞
威
口
爵
壮

声
灘

¢
庫
Ｈ
ｏ
ｏ
倉
ｑ
串
Ｈ
圃
一

８
◎
粛

余
灘

口
醒
井

｛
減
◎
ｏ
寒
膏

討
　
ｒ

ざ
◎
齋

　
ｑ
り
膏
り
“
｝
連
“
ノ

涛
賭
一
Ｎ
域
り
の
び
商

８
ｏ
蒜

　
ｓ
惇
曽
ク

ベ
域
Ｎ
一
Ｑ
肖
ｏ
｝

　
　
　
コ
騨
井

“
心
賞
心
串
迅
“
ノ

ヘ
”
灘
Ｈ
域
Ｎ
り
り
膏
ｏ

　
口
駿
　
ｏ
◎
膏

討
　
ｒ

地
米
の
手
持
数
量
統
計
と
米
価
表
投
機
取
引
米
穀
統
計
と
米

穀
価
格
表
地
米
の
手
持
数
最
は
有
の
統
計
表
に
見
ら
れ
る
よ
う

に
、
毎
年
度
末
の
大
晦
日
に
お
け
る
白
家
の
米
蔵
に
は
絶
え
ず

百
石
前
後
の
米
が
積
ま
れ
、
更
に
麦
、
大
豆
、
小
豆
の
如
き
雑

穀
ま
で
販
売
、
取
引
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
即
ち
自
村
を
中
心

　
　
近
世
山
城
に
お
け
る
荘
瑠
商
人
の
商
業
経
菅
に
つ
い
て

に
し
て
近
郷
の
米
穀
商
、
或
は
造
酒
業
者
と
盛
ん
に
取
引
し
て

お
り
、
殊
に
伏
見
方
面
と
の
取
引
が
多
か
っ
た
よ
う
に
考
え
ら

れ
る
。

　
投
機
取
引
の
対
象
と
な
っ
た
他
国
産
米
の
売
賞
が
文
書
に
な

っ
て
現
わ
れ
て
来
る
の
は
、
天
明
八
年
以
降
で
あ
る
こ
と
か
ら
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
〇
一



　
　
立
命
舘
経
済
学
（
第
二
巻
・
第
一
号
）

恐
ら
く
こ
の
時
代
か
ら
、
米
穀
の
相
場
取
引
に
も
タ
ツ
チ
す
る

よ
う
に
な
り
、
大
阪
の
堂
島
に
お
け
る
大
が
か
り
な
相
場
取
引

を
行
っ
た
と
考
え
ら
れ
、
彼
の
澄
刺
た
る
企
業
精
神
が
う
か
が

え
る
と
同
時
に
、
畿
内
在
郷
商
人
と
し
て
の
特
異
性
を
遺
憾
な

く
発
揮
し
て
い
る
と
言
い
得
る
の
で
あ
る
。

働
造
酒
商
人
と
し
て
の
経
営
形
態

　
こ
れ
に
関
す
る
資
料
は
乏
し
い
の
で
あ
る
が
一
．
油
屋
弥
兵
衛
」

が
造
酒
経
営
に
タ
ツ
チ
し
て
い
た
事
は
間
違
い
が
な
い
。
即
ち

天
明
六
年
に
「
造
酒
株
」
を
上
鳥
羽
村
の
井
筒
屋
勘
左
衛
門
に

譲
渡
し
て
い
る
こ
と
及
び
全
家
に
「
酒
小
売
の
通
」
が
現
存
し

て
い
る
こ
と
か
ら
、
油
屋
が
酒
屋
を
も
経
営
し
て
い
た
と
考
え

ら
れ
る
の
で
あ
る
。
し
か
し
そ
の
創
業
、
経
営
規
模
の
実
惜
が

ど
う
で
あ
っ
た
か
は
不
明
で
あ
る
が
、
造
酒
原
料
と
し
て
の
米

に
は
、
手
持
の
莫
大
な
米
を
右
か
ら
左
へ
と
転
用
し
た
に
梢
違

な
い
。
造
酒
株
の
譲
渡
証
文
は
次
の
如
く
ノ
し
あ
る
。

　
　
　
　
　
譲
渡
申
造
酒
之
証
文

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
証
文
ニ
ハ
三
百
目
ト
記
シ
候

　
一
、
造
酒
株
　
壱
本
　
　
　
　
　
モ
銀
弐
百
九
十
五
匁
受
取
候

　
右
之
酒
株
下
拙
所
持
之
処
此
般
共
許
組
所
に
譲
リ
渡
申
所
実
証
也
尤

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
〇
二

　
為
樽
代
白
銀
三
百
目
憧
二
受
取
申
候
然
上
者
右
酒
株
二
付
違
乱
妨
ゲ

　
申
者
有
之
侯
ハ
ハ
加
判
之
銘
々
罷
出
急
度
其
堵
明
貴
殿
へ
小
茂
掛
御

　
難
申
間
敷
侯
為
後
目
因
而
証
文
如
件

　
　
天
明
六
年
午
　
　
　
　
　
　
　
譲
り
主

　
　
　
　
　
十
月
　
　
　
　
　
　
神
足
村
　
滴
屋
　
弥
　
兵
　
衛
＠

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
同
村
受
人
　
堺
屋
　
六
　
兵
　
衛
＠

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
横
大
路
年
行
事
　
万
星
　
庄
　
兵
　
衛
＠

　
　
上
鳥
羽
村
井
筒
屋
勘
左
衛
門
殿

圃
煙
草
商
と
し
て
の
経
営
形
態

　
こ
れ
も
現
存
資
料
に
乏
し
い
の
で
あ
る
が
、
次
の
様
な
数
量

及
び
価
格
の
煙
草
が
、
在
庫
商
品
と
し
て
文
書
に
記
載
さ
れ
て

い
る
こ
と
か
ら
、
近
郷
の
農
氏
の
需
要
に
応
じ
て
、
小
売
し
て

い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
尚
煙
草
は
元
和
の
頃
か
ら
「
煙
草
栽
培
、

売
買
の
禁
令
」
が
あ
り
、
大
阪
の
煙
草
卸
商
か
ら
購
入
し
て
来

た
も
の
を
販
売
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
残
存
記
録
左
の
如
し

年

代

丁
量

購
入
単
価
一
代
銀

天
明
三
年
十
二
月

百
五
十
五
斤

一
斤
二
付
キ

三
十
一
巨
現
在

銀

八

分
百
二
十
五
匁

１

１
■
一
‘
’
１
１
１
，

一
１

天
明

五
年

同

四

十

斤
］
盾

三
十
二
匁

１

，
　
　
■
１
，
■
１
　
　
一
；
　
　
　
ｌ
ｉ
　
　
－
；
■

寛
政
元
年
一

三

十

斤

一

匁

１

同

■

凸三
十
匁

’

’

，
’

１
、

百
二
十
五
匁

三
十
二
匁

匁



こ
れ
は
商
日
叩
と
し
て
棚
卸
し
が
行
わ
れ
て
い
る
煙
草
の
数
最
で

あ
り
、
決
し
て
多
量
と
は
い
え
な
い
が
近
傍
の
農
民
に
対
す
る

煙
草
供
給
の
専
売
権
を
所
持
し
て
い
た
こ
と
を
物
語
る
も
の
ノ
、

あ
る
。

榊
高
利
貸
付
商
人
と
し
て
の
経
営
形
態

　
高
利
貸
証
文
の
初
見
は
寛
政
二
年
（
一
七
九
〇
年
）
で
勝
寵
寺

村
と
馬
場
村
の
百
姓
に
、
合
計
銀
子
七
百
八
十
七
匁
を
貸
付
け

て
い
る
も
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
こ
の
時
代
は
一
方
に
お
い
て
は
、

油
屋
、
薬
屋
、
米
屋
、
酒
屋
、
煙
革
屋
と
い
っ
た
ふ
う
に
多
角

的
に
農
村
に
お
い
て
重
要
欠
く
可
か
ら
ざ
る
商
業
を
一
手
に
経

営
し
、
そ
れ
に
よ
っ
て
蓄
積
さ
れ
た
資
本
を
高
利
貸
付
資
本
と

し
て
困
窮
せ
る
農
氏
に
貸
付
け
、
こ
の
方
面
に
お
い
て
も
多
額

の
利
潤
を
得
た
の
で
あ
る
。
或
は
叉
後
述
す
る
如
く
菜
種
栽
培

の
前
貸
付
金
と
し
て
放
出
し
、
廉
価
な
菜
種
油
の
原
料
確
保
に

努
め
た
の
で
あ
る
。
か
く
て
高
利
貸
付
の
経
営
面
に
お
け
る
利

子
、
利
潤
は
更
に
そ
の
ま
ま
高
利
貸
資
本
と
な
っ
て
再
び
貸
付

け
ら
れ
る
と
い
う
場
合
も
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
し
、
或
は
他
の
商

業
経
営
部
門
に
投
下
さ
れ
た
り
、
或
は
土
地
の
兼
併
集
中
と
い

　
　
　
近
世
山
城
に
拍
け
る
在
郷
商
人
の
商
業
経
営
に
つ
い
て

う
方
面
に
便
用
さ
れ
た
場
合
も
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
。
な
お
此
の

時
代
に
お
け
る
高
利
貸
付
商
人
と
し
て
活
躍
せ
る
実
態
は
立
命

舘
経
済
学
第
一
巻
五
・
六
号
三
十
一
頁
「
近
世
に
お
け
る
畿
内

在
郷
商
人
の
高
利
貸
付
資
本
に
つ
い
て
」
に
お
い
て
論
述
し
た

通
り
で
あ
る
。

　
尚
貸
付
証
文
の
此
の
時
代
に
属
し
、
残
存
せ
る
も
の
は
合
計

僅
か
五
通
に
過
ぎ
ず
、
左
の
通
り
で
あ
る
。

年

代
一
質

物
一
敵
警
内
三
借
主
一

貸

主

種
頭
璽
銀
蘇
墾
勝
蝸
警
豊
弥
兵
衛

■
１
一
同

■

年
一
菜

種
一
同
　
５
　
　
　
－

一
銀
一
珊
墾
勝
露
守

－■
　
　
□
　
　
１

１
　
■
同

年
一
菜

種
可

、
．
，
」
鋤
寓
一
馬
讃
可

享
和
元
圭
な

し
了

，
↓
藷
墾
古
魂
万

」
■

　
　
、
　
－
－
、
上
同
一
銀
一
一
窮
｝

古
磁
一
了

■

享
和
四
年
一
な

■

　
右
の
表
で
注
目
す
べ
き
こ
と
は
、
質
物
と
し
て
、
五
通
の
う

ち
三
通
ま
で
菜
種
が
記
載
さ
れ
て
い
る
こ
と
ノ
し
あ
る
。
凡
そ
搾

油
菟
の
経
営
に
お
い
て
、
そ
の
原
料
を
出
来
る
だ
け
割
安
に
購

入
し
、
確
保
す
る
た
め
に
は
、
高
利
貸
付
に
よ
る
担
保
物
と
し

て
菜
種
を
と
る
か
、
或
は
前
貸
金
の
形
式
に
よ
っ
て
菜
種
の
購

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
〇
三
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入
を
図
る
か
が
最
も
賢
明
な
方
法
で
あ
る
。
そ
し
て
こ
．
の
方
法

は
生
産
者
た
る
農
氏
を
高
利
貸
資
本
の
下
に
隷
属
せ
し
め
、
搾

取
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
大
な
る
利
潤
が
資
本
家
に
も
た
ら
さ

れ
る
こ
と
に
な
る
。
こ
の
数
通
の
貸
付
証
文
と
、
多
額
の
貸
付

■
金
か
ら
考
え
て
、
当
時
盛
ん
に
右
の
よ
う
な
方
法
、
手
段
に
よ

っ
て
貸
付
と
菜
種
の
購
入
、
収
奪
が
行
わ
れ
た
こ
と
は
全
く
疑

問
の
余
地
が
な
い
。
か
く
て
そ
の
結
果
は
近
郷
に
比
窺
の
な
い

富
商
と
し
て
の
地
位
と
高
利
貸
商
人
と
し
て
の
勢
力
を
も
つ
に

至
っ
た
の
で
あ
る
。

　
な
お
彼
が
絶
え
ず
手
元
に
所
持
し
て
活
躍
せ
し
め
て
い
た
現

紛
Ｊ
　
灘
Ｊ
爵
　
ｓ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
〇
四

金
の
所
持
額
に
つ
い
て
見
る
に
、
凡
そ
次
の
如
く
で
あ
る
。

　
け
だ
し
高
利
貸
付
に
お
け
る
金
融
資
本
を
始
め
と
し
て
、
油

屋
、
薬
屋
、
米
穀
取
引
を
始
め
と
す
る
手
広
い
商
業
経
営
に
要

す
る
商
業
資
本
、
更
に
次
か
ら
次
と
土
地
購
入
に
投
下
す
る
資

本
等
、
そ
の
所
要
資
本
は
莫
大
な
額
に
上
っ
た
と
考
え
ら
れ
る

が
、
絶
え
ず
一
方
に
お
け
る
資
本
の
投
下
は
、
他
方
に
お
け
る

資
本
の
回
収
と
な
り
、
或
は
利
子
、
利
潤
の
収
入
と
な
っ
て
、

常
に
そ
の
手
元
に
は
多
額
の
現
金
資
本
が
所
有
さ
れ
て
い
た
事

は
疑
う
余
地
が
な
い
。
今
此
の
期
に
お
け
る
現
金
資
本
の
所
有

に
つ
い
て
見
る
に
、
凡
そ
次
の
よ
う
で
あ
る
。

鵠
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齢
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÷
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Ｎ
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膏
◎
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○
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Ｎ
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サ
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饒
ｑ
倉
曽
ノ
方
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鴻
べ
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虹

Ｈ
劃

８
倉

　
　
崖
冨
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ヰ

　
　
８
倉
曽
ノ

８
０
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帥
網
か
ど
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鯛
一
翻
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講

Ｈ
ｑ
ｏ
◎
劃
心
帖
ｗ
涛
り
洩
り
ｏ
膏
ｑ
串
蟹
膏
曽
ノ

Ｈ
ｇ
◎
減
べ
｛
り
膏
ゆ
串
ｇ
岡

誉
曽

曹
書

菖
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肘

ぴ
附
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榊
淋

亨
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丙

帥
附
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（
Ｎ
｝
畑
ｇ
◎
ｏ
ｏ
◎
膏
“
串
９
固
一
）

右
表
に
よ
っ
て
、
池
屋
弥
兵
衛
の
金
銀
銭
の
現
金
所
持
高
が

明
白
に
さ
れ
る
わ
け
で
あ
る
。
当
時
の
流
通
貨
幣
の
主
た
る
も

の
は
、
銀
と
銭
で
あ
り
、
大
量
の
現
金
が
絶
え
ず
流
通
し
て
お

り
、
常
に
彼
の
手
元
に
は
大
金
が
所
持
さ
れ
、
彼
は
完
全
に
貨

幣
経
済
の
中
に
生
活
を
維
持
発
展
せ
し
め
て
い
た
の
、
て
あ
る
。

　
近
世
山
城
に
拍
け
る
在
郷
商
人
の
商
業
経
営
に
つ
い
て

＆
皆
○
壮
斗
“

（
心
心
坤
Ｎ
ｑ
商
ｏ
ｏ
申
）

現
金
所
持
高
も
、
天
明
三
年
頃
の
総
計
銀
七
貫
四
百
三
十
五

匁
三
分
か
ら
十
年
後
の
寛
政
四
年
に
は
、
二
十
二
貫
二
十
五
匁

三
分
と
い
う
約
三
倍
の
金
額
に
激
増
し
て
い
る
、
尚
今
日
の
米

価
を
一
石
に
つ
き
一
万
二
千
円
と
し
て
こ
れ
を
当
時
の
銀
に
よ

る
米
価
に
換
算
し
、
彼
の
現
金
所
持
高
を
見
る
に
凡
そ
次
の
如

　
　
　
　
　
　
　
　
一
〇
五
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く
で
あ
る
。

測
温
◎
◎
肯

さ
雲
暮
一
べ
婆
養
串
番
竃
９
０
◎
Ｏ
．
○
○

番
曽
Ｓ
一
８
◎
．
ｏ
◎

鷲
千
画
婁

旨
坤
ｏ
◎
ｏ
ｏ
。
膏
“
ゆ
　
　
饒
繭

書
雷
Ｈ
ｏ
◎
６
８
．
８

繋
喜
；
。
…
土
轟
・
養
土

番
◎
◎
Ｈ
ｏ
◎
９
◎
８
．
◎
ｏ

番
嚢
、
Ｏ
◎
Ｏ
。
。
一

　
一
方
に
天
変
地
異
で
其
の
日
の
生
活
に
事
欠
き
、
食
う
べ
き

米
も
な
く
、
粟
や
稗
飯
階
級
の
貧
窮
農
民
が
緯
合
い
、
餓
死
者

す
ら
出
た
此
の
天
明
の
麟
鰹
時
代
に
か
か
る
大
量
の
現
金
を
所

持
し
、
米
倉
に
は
山
と
積
ん
だ
米
を
も
ち
、
多
額
の
貸
付
金
を

所
持
し
、
農
氏
必
需
の
高
価
な
油
、
薬
を
多
量
に
所
持
し
て
い

た
彼
の
勢
力
は
、
恐
ら
く
近
郷
の
農
氏
の
上
に
看
臨
し
、
恰
も

領
主
的
地
位
を
占
め
て
い
た
に
違
い
な
い
と
思
わ
れ
る
。

向
土
地
兼
併
商
人
と
し
て
の
経
営
形
態

　
第
一
期
第
二
期
と
次
第
に
集
中
拡
大
さ
れ
た
土
地
は
、
こ
れ

を
貧
窮
農
民
に
小
作
せ
し
め
、
遂
に
天
明
寛
政
期
に
は
土
地
兼

併
商
人
と
し
て
こ
の
地
方
に
君
臨
す
る
に
至
つ
た
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
〇
六

勿
論
、
自
作
も
奉
公
人
等
の
使
用
に
よ
っ
て
行
っ
て
い
た
事
は

、
記
録
に
よ
っ
て
明
ら
か
で
あ
る
。
第
三
期
に
集
中
さ
れ
た
土
地

の
合
計
面
積
は
、
別
表
の
通
り
一
町
五
反
四
畝
で
、
第
二
期
よ

り
少
な
い
が
、
土
地
購
入
の
証
文
数
は
逆
に
二
十
二
通
に
も
及

び
、
譲
渡
す
る
百
姓
が
多
く
な
っ
て
い
る
。
此
の
時
代
は
全
国

的
に
は
所
謂
、
田
沼
時
代
で
政
治
や
風
儀
の
頽
廃
し
た
時
代
で

あ
り
、
天
変
地
異
の
頻
発
し
た
時
代
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
幕
府

も
財
政
の
窮
乏
を
救
わ
ん
が
た
め
に
採
っ
た
種
六
の
政
策
は
、

偶
以
て
百
姓
町
人
の
負
担
を
増
加
す
る
こ
と
と
な
り
、
遂
に
彼

等
を
駆
っ
て
一
撲
騒
動
を
企
て
し
め
る
結
果
を
招
い
た
。
そ
し

て
従
来
混
濁
の
時
代
と
し
て
知
ら
れ
、
武
士
の
困
窮
や
農
村
の

疲
弊
は
時
を
追
う
て
甚
し
く
、
何
と
か
し
て
之
を
打
開
せ
ね
ば

な
ら
ぬ
状
態
に
追
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
全
般
的

に
農
民
層
が
疲
弊
し
、
難
渋
な
生
活
状
態
に
あ
る
消
息
を
物
語

る
も
の
と
し
て
、
此
の
零
細
な
土
地
の
譲
渡
件
数
の
増
加
現
象

を
解
釈
す
る
と
き
甚
だ
興
味
深
い
も
の
が
あ
る
の
で
あ
る
。
土

地
購
入
の
実
借
は
凡
そ
左
の
如
く
で
あ
る
。
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〇
・
○
○

老元

ｕＬ

五
九
三
・
○
○

長

山

二
八
四
・
○
○

上
固

一
反
五
畝
　
　
　
ニ
ニ
○
・
Ｏ
○

内
　
　
　
容

文
書
標
題
　
　
売

本

物
返
し

（
無
期
限
）

無

期■

限

上

納
相
詰

無
期
限

同六

年
　
間

永
代
譲
渡

上
納
相
詰

　
十
年
間

上

納

相
詰

五
十

年
間

三

１＋

年

間

無
拠

譲
渡

札

本
物
返
し
売
渡
し

同同同
永
代
譲
サ
渡
申

本
物
返
藪
地
之
事

売
　
　
渡

申

本
物
返
売
渡
申
山

之
事同

譲
　
　
渡

申

村

庄

　
主

兵
衛

村
六
郎
右
衛
門

村
、

Ｊ／

兵
衛

村
ま
　
　
　
　
　
さ

村
清
右
衛
門

馬
場
村

　
平

兵ふ
』

村
閉
；

’
プ

村
多
左
衛
門

下
海
印
寺
村

　
、
吉
兵

衝

下
海
印
寺
村

　
三
右
衛
門

村

三
郎
兵
衛

　
一
〇
七

買
　
　
　
　
主

油
屋　

弥
兵
衛

同同同同
開
田
‘
村

　
渋
谷
女
賢

同村
作
左
衡
門

泌

近
世
山
城
に
拍
け
る
在
郷
商
人
の
簡
業
経
営
に
つ
い
て

兵
衛

司－同



立
命
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（
第
二
巻
・
第
一
号
）

一
〇
八

天
明　

元
、
九

同
　
二
、
十
二

同
　
三
、
　
二

同
　
四
、
十
二

同
　
四
、
十
二

上
畑
五
畝
九
歩

屋
敷
壱
畝
廿
七
歩

七
三
六
・
Ｏ
○

同

上
固
九
畝
二
十
四
歩

下
煩
七
畝
二
十
歩

上
人
田

　
一
反
二
十
七
歩

二
五
〇
・
○
○

金
　
二
〇
匁

二
〇
〇
・
○
○

無
　
期

限

　
　
　
　
　
上
固
　
九
畝
六
歩

寛
政
　
　
上
田
一
反

　
元
、
十
二

同
　
　
　
　
上
田
　
五
畝

同
　
　
　
　
藪
地
　
六
畝

　
六
、
十
二
年
貢
四
斗

同
　
　
　
　
　
上
田
八
畝
十
七
歩

二
ぶ

苧
一
一
、
反
一
畝
一
歩

　
八
　
畝

二
十
八
歩

一
畝
六
歩

　
四
〇
〇
・
○
〇

一
貫
○
○
○
・
○
○

丈
銀一

貫
二
五
〇
．
○
〇

　
　
四
五
〇
・
○
〇

一
貫
五
〇
〇
匁
○
〇
七

　
　
三
五
〇
・
Ｏ
〇
一
無

　
　
　
　
－
；
－
一

二
貫
五
〇
〇
・
○
ｐ
依

　
　
　
　
　
　
Ｌ
■

無
拠
譲
渡

無
　
期
　
限

無
拠
譲
渡

此
度
譲
渡

同
上
納
相
詰
、
返

済
ナ
シ
ガ
タ
ク

流
地
ニ
ス
ル

享
耶
士
二
概

謹

同本
物
返
譲
渡

譲
　
　
渡
　
　
申

本
物
返
譲
渡

譲譲
渡

同司

　
　
　
　
’

ケ
年
間
一
本
物
返
譲
渡

期
　
限
　
同

要
用
一
譲

○
買
主
が
油
屋
弥
兵
衛
以
外
の
証
丈
は
、
そ
の
買
主
が
再
ぴ
滴

　
屋
弥
兵
衛
に
譲
渡
し
て
、
銀
子
借
用
に
及
ん
だ
も
の
と
考
え

　
ら
れ
る
。

村村村寸才

源
　
兵
衛

勘
右
衛
門

勘
兵
衛

勘
右
衛
門

渡
　
申

オ

助
左
衛
門

宿
ｒ
　
　
　
　
　
　
一

、
，
■
　
１
　
　
　
　
　
　
　
　
一

，
－
－
－
－
二

作
り
庄
屋

半
左
衛
門

同
　
　
　
一

－
　
　
－
□
一
　
－
　
－
－
『
－
■
－
；
１
　
　
　
　
　
　
－
！
　
■
－

九
郎
右
衛
門

同
　
　
　
一

馬
場

開
田

勘
兵
衛

渋
谷
友
賢

返
譲
渡

村
　
新
兵
衛

滴
炉
兵
衛
一

村

源
　
　
助

同
　
一１

村
　
作
左
衛
門

’

渡
　
申

清
左
衛
門
一

…

同同
淀
屋　

作
左
衛
門

滴
屋　

弥
兵
衛

同

○
本
物
返
し
譲
渡
が
ま
だ
多
い
の
は
、
第
二
期
と
同
様
の
理
由

　
に
依
る
も
の
と
考
え
る
。

○
購
入
の
村
が
、
漸
次
自
村
か
ら
他
村
に
拡
大
さ
れ
つ
つ
あ
る



　
　
　
　
点
は
、
そ
れ
だ
け
、
　
「
滴
屋
弥
兵
衛
」
の
勢
力
圏
の
拡
大
を

　
　
　
　
物
語
る
も
の
で
あ
る
。

　
　
　
○
寛
政
十
一
年
八
月
の
売
主
新
兵
衡
の
「
本
物
返
し
、
七
ケ
年

　
　
　
　
間
、
上
田
八
畝
十
七
歩
、
　
一
〆
七
百
匁
」
に
つ
い
て
は
、
次

　
　
　
　
の
如
き
但
書
が
つ
い
て
い
る
。
こ
れ
は
集
中
さ
れ
た
土
地
を

　
　
　
　
そ
の
ま
ま
売
主
を
小
作
人
に
し
て
、
下
作
せ
し
め
た
適
例
で

　
　
　
　
あ
る
〇

　
　
　
　
　
　
一
　
　
札

　
「
前
文
書
之
田
地
御
年
貢
米
三
石
四
斗
；
相
極
メ
私
切
年
年
内
下
作

　
　
仕
毎
年
無
滞
相
納
申
上
候
侃
而
奥
書
如
件

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
下
作
人

　
　
弥
兵
衛
殿
　
　
　
新
兵
衛
＠

　
今
一
っ
本
物
返
し
の
証
丈
で
は
な
い
が
同
様
の
一
札
が
存
在
す
る
。

　
　
　
　
　
　
一
　
　
札

　
一
、
字
清
水
ケ
ロ
此
度
本
物
返
し
二
定
御
元
ね
相
渡
シ
申
以
上
共
宛

　
　
　
米
年
貢
壱
石
四
斗
二
相
定
メ
丼
新
検
橡
に
右
宛
米
相
納
可
申
侯

　
　
　
間
此
方
よ
リ
作
付
候
者
被
下
候
無
相
違
候
依
而
如
件

　
　
　
　
安
永
二
年
己
四
月
目
　
　
　
　
　
　
同
村
作
主

　
　
　
神
足
村
地
主
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
小
　
兵
　
衛
＠

　
　
　
　
　
弥
　
兵
　
衝
　
殿

　
か
く
て
此
の
安
永
、
天
明
、
寛
政
、
享
和
時
代
の
約
三
十
年

間
に
は
、
商
人
で
あ
り
な
が
ら
最
早
や
確
乎
た
る
土
地
兼
併
商

人
と
し
て
の
性
格
を
現
わ
す
に
至
っ
て
い
る
の
で
あ
っ
て
、
前

　
　
近
抵
仙
城
に
お
け
る
在
郷
商
人
の
商
業
経
償
に
１
つ
い
て

述
の
如
く
一
方
に
お
け
る
多
額
の
高
利
貸
資
本
の
貸
付
と
、
之

に
結
び
つ
い
た
商
業
資
本
の
多
方
面
に
亘
る
巧
妙
な
運
営
に
よ

っ
て
、
着
六
と
資
本
の
蓄
積
を
行
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
し
て
そ

れ
は
更
に
土
地
の
兼
併
・
集
中
と
結
び
つ
い
て
、
小
作
米
の
収

納
・
販
売
と
な
り
、
所
謂
繭
芽
的
な
資
本
家
的
農
業
経
営
彬
態

を
必
然
的
に
形
成
す
る
に
至
っ
た
の
で
あ
る
。
次
に
小
作
年
貢

米
に
つ
い
て
見
る
に
、
凡
そ
次
の
如
く
で
あ
る
。

洲
温
ｏ
令
Ｈ
鶉
耕
麟
甫

卦
　
　
画
（
蓄
＞
重
）

畠
訓
ｏ
半

洲
温
べ
肯
Ｈ
簑
耕
麟
計

卦
　
　
域
（
番
＞
衷
）

轟
訓
Ｑ
半
べ
斗
（
鳳
＊
）

１
　
１

－
　
，
　
　
１
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
■
■
　
　
　
　
　
　
　
■
　
　
　
　
　
　
　
１
　
　
』
　
　
１
’
　
一
　
　
　
一
　
　
　
『

測
轟
ｏ
。
令
旨
注
耕
麟
計

卦
　
　
勘
（
番
＞
画
）

８
訓
（
閥
＊
）

緯
黒
Ｈ
舟
Ｈ
簑
耕
騨
蒔
卦
　
　
動
（
番
＞
重
）

富
訓
（
｝
奇
）

○
◎
Ｑ
司
（
↓
奇
）

－
　
　
　
Ｉ
　
　
　
　
　
ｉ
　
　
　
　
　
■
　
■
　
　
　
：
　
　
■
　
　
　
■
　
　
，
　
　
－
　
　
　
１
　
　
　
　
　
４
　
　
　
　
　
　
１

鴎
黒
旧
舟
Ｈ
暑
耕
灘
辞
卦
　
　
虫
（
番
＞
画
）

ミ
訓
（
嗣
＊
）

酵
黒
｛
舟
Ｈ
簑
耕
麟
斜

卦
　
　
勘
（
蟄
＞
苗
）

ｏ
。
。
訓
（
瀞
＊
）

１

，
　
，
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
■
　
　
　
　
　
；
　
　
　
　
「

酔
　
（
卦
餓
亘
ホ
ｅ

肯
ｅ
Ｈ
心
泣
耕
回
麟

詩
＾
誉
専
似
首
沖

」
・
奇
＊
ｅ
卦
蟄
淋

＾
耐
び
“
ソ
い
４
朴

ｓ
“
号
丙
片
６
Ｈ

二
・
奇
苔
ｅ
汁
鵬
毒
酎

童
罫
珪
渚
師
（
・
◎

消
南
糞
蟄
砕
淋
ｓ

肯
ｅ
康
区
．
石
片
ｓ

瞭
粕
パ
曽
耐
ぴ
～
嚇

Ｎ
阿
首
ぴ
◎
）

　
此
の
表
か
ら
毎
年
末
に
は
六
十
石
前
後
の
米
が
年
貢
米
と
し

て
収
納
さ
れ
、
前
述
の
土
地
集
中
の
実
借
と
考
え
あ
わ
せ
て
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
〇
九
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こ
こ
に
土
地
兼
併
商
人
と
し
て
の
性
格
を
如
実
に
示
し
て
い
る

の
で
あ
る
。

　
而
し
て
「
油
屋
弥
兵
衛
」
の
か
か
る
多
角
的
な
広
範
囲
に
亘

っ
た
商
業
経
営
は
、
全
く
代
六
受
け
つ
が
れ
て
来
た
旺
盛
な
企

業
精
神
と
非
凡
な
商
才
に
由
来
す
る
も
の
で
あ
る
が
、
経
営
の

実
際
に
あ
た
っ
て
は
、
彼
一
人
の
力
で
は
到
底
な
し
得
な
か
っ

た
の
で
あ
る
。
即
ち
彼
は
必
然
的
に
彼
の
経
営
分
野
に
お
け
る

労
働
的
負
担
を
下
人
の
雇
傭
に
よ
っ
て
解
決
せ
ね
ば
な
ら
な
か

っ
た
の
で
あ
る
。
墾
言
す
れ
ば
彼
は
必
然
的
に
多
く
の
下
人
の

上
に
吸
著
・
寄
生
せ
ざ
る
を
得
な
い
存
在
形
態
を
な
す
に
至
っ

た
の
で
あ
る
。

　
即
ち
高
利
貸
、
米
穀
取
引
商
、
搾
油
業
・
薬
種
問
崖
、
土
地

兼
併
商
人
、
煙
草
商
、
造
酒
業
等
の
多
角
的
経
営
に
は
、
梢
当

多
人
数
の
下
人
ヤ
人
足
の
使
用
を
必
要
と
し
た
の
で
あ
っ
て
、

こ
こ
に
人
身
売
買
的
手
段
に
よ
る
下
人
雇
傭
の
事
実
が
存
し
た

の
で
あ
る
。
今
彼
が
雇
傭
し
て
い
た
下
人
に
つ
い
て
み
る
に
所

謂
屠
消
制
度
の
下
人
で
あ
っ
て
、
前
借
金
は
、
年
季
到
来
の
節
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
〇

返
済
す
る
必
要
が
な
く
、
実
質
上
あ
き
ら
か
に
、
本
人
の
奉
公

労
働
に
対
す
る
報
酬
と
み
な
さ
れ
て
い
る
。

　
第
三
期
に
属
す
る
、
下
人
雇
傭
の
証
文
は
、
寛
政
年
代
に
二

通
残
存
し
て
い
る
。
即
ち
次
の
如
く
で
あ
る
。

年
代
亙
箒

議
二
五
伊
之
助
■

年
令
一
性
別

季
間

轟
公
塑
身
代
圭
穣
者

十
三
歳

勇
一
十
二
土
驚
弾
一
一
匁
一
馬
轟
門

四
、　

十

五
ま
土
十
二
遠
女

八

年

同
誘
匁
一
植
鯛
郎

　
以
上
証
文
は
二
通
に
過
ぎ
な
い
が
、
こ
の
外
に
も
多
数
の
下

人
を
使
用
し
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。
而
し
て
下
人
の
給
金
で
あ

る
が
、
如
何
に
安
く
、
み
じ
め
で
あ
っ
た
か
、
叉
安
い
給
金
か

ら
雇
傭
主
の
彼
が
如
何
に
下
人
達
の
上
に
寄
生
吸
著
し
て
い
た

か
が
う
か
が
わ
れ
る
の
で
あ
る
。
例
え
ば
貨
政
三
年
の
米
一
石

は
既
述
の
如
く
、
銀
六
十
七
匁
、
寛
政
四
年
が
銀
八
十
三
匁
で

あ
る
こ
と
か
ら
、
下
人
「
伊
之
助
」
は
米
二
石
足
ら
ず
で
丸
十

二
年
間
、
　
「
ま
ん
」
は
一
石
余
り
で
丸
八
年
間
、
そ
の
労
働
を

無
条
件
に
雇
傭
者
に
売
ら
ね
ば
な
ら
な
ら
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

次
に
誕
文
を
掲
示
す
る
こ
と
に
す
る
。



　
　
　
　
「
一
　
札
」

一
・
此
ま
ん
と
申
者
相
楽
郡
上
田
村
忠
次
郎
娘
二
紛
無
御
座
侯
応
当

　
　
年
十
二
歳
二
相
成
申
候
私
親
類
内
へ
受
人
昌
相
立
申
候
然
ル
所

　
　
当
子
年
よ
リ
来
ル
串
年
迄
丸
八
ケ
年
貴
家
へ
御
奉
公
に
罷
閏
し

　
　
候
応
実
正
な
リ
、
尤
為
給
料
銀
百
目
御
借
し
被
下
憧
二
受
取
申

　
　
侯
処
明
白
也
尤
仕
着
セ
之
儀
者
御
家
御
作
法
之
通
被
成
可
被
下

　
　
侯

一
、
宗
旨
之
儀
ハ
浄
土
宗
二
而
則
同
村
来
迎
寺
檀
那
二
而
勿
論
御
制

　
　
禁
之
宗
門
二
而
無
御
摩
候

二
此
者
年
規
之
内
取
逃
見
落
仕
候
節
ハ
早
速
罷
串
其
取
逃
之
晶
相

　
　
調
可
申
侯
万
一
不
足
仕
ら
ば
我
等
請
人
二
相
立
申
侯
上
者
憎
道

　
　
呉
売
払
以
代
銀
を
取
逃
之
晶
相
調
可
申
侯
　
叉
何
角
と
事
寄
セ

　
　
不
奉
公
仕
ら
バ
早
速
人
代
相
立
定
リ
之
通
年
規
御
奉
公
為
相
勤

　
　
可
申
候
右
之
外
如
何
様
之
六
ツ
敷
義
串
来
仕
侯
と
も
受
判
之
我

　
　
等
罷
閏
急
度
其
堵
明
貴
殿
へ
少
も
御
難
義
相
懸
申
間
敷
候
為
後

　
　
証
之
侃
而
如
件

　
　
　
寛
政
四
子
年
十
月

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
相
楽
郡
植
田
村

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
親
　
　
忠
次
郎
＠
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右
の
よ
う
な
一
札
を
入
れ
、
厳
重
極
ま
る
契
約
の
下
に
下
人

を
便
用
し
、
そ
の
労
働
力
の
搾
取
の
上
に
彼
の
多
角
的
商
業
経

営
が
実
現
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
っ
て
、
彼
の
宮
商
へ
の
途
は
必

然
的
に
拓
か
れ
て
い
た
の
，
ぞ
あ
る
。

内
富
豪
と
し
て
の
「
油
屋
弥
兵
衛
」
の
存
在
形
態

　
油
屋
弥
兵
衛
が
こ
の
天
明
、
寛
政
の
第
三
期
に
お
い
て
、
遂

に
経
済
的
な
面
に
お
い
て
領
主
的
勢
力
を
も
ち
此
の
地
方
に
看

臨
し
、
近
郷
を
そ
の
経
済
的
支
配
下
隷
属
せ
し
め
る
に
至
っ
た

こ
と
は
、
以
上
の
記
述
よ
り
明
ら
か
に
な
る
の
で
あ
る
が
、
更

に
彼
の
資
産
の
実
借
を
も
っ
て
そ
の
実
証
を
行
い
た
い
。

　
即
ち
残
存
文
書
の
記
録
か
ら
、
此
の
時
代
の
富
豪
と
し
て
の

彼
の
姿
を
統
計
に
よ
っ
て
見
る
に
凡
そ
次
の
如
く
で
あ
る
。

　
（
但
し
此
の
表
申
に
は
、
集
中
さ
れ
た
広
大
な
田
畑
、
藪
、
山
、
宅
地

　
等
の
土
地
財
産
及
ぴ
家
星
建
物
、
家
具
什
籍
等
の
財
産
を
除
く
）
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有
表
の
、
天
明
八
年
以
降
の
符
含
に
よ
る
記
載
は
、
数
字
を

あ
て
は
め
て
解
読
せ
る
も
の
で
あ
る
。
総
合
計
等
に
多
少
の
誤

差
が
あ
る
の
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
合
計
に
種
次
、
収
支
の
但
し
書

が
あ
る
た
め
で
あ
る
。
　
（
例
え
ば
貸
付
金
額
の
合
計
外
に
貸
滴
、
貸

米
等
の
金
額
が
附
属
す
る
場
含
が
あ
る
よ
う
に
）
何
れ
に
せ
よ
莫
大

な
資
産
を
所
有
す
る
に
至
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
既
述
の
如
く

仮
に
当
時
の
米
価
で
今
巳
の
金
額
に
換
算
し
て
み
る
に
、
天
明

三
年
の
五
十
貫
三
百
二
十
六
匁
五
厘
は
今
日
の
六
百
三
十
五
万

円
に
な
り
、
恰
度
十
年
後
の
窟
政
四
年
の
五
十
九
貫
六
百
七
十

八
匁
二
分
の
資
産
は
、
此
の
年
の
米
一
石
な
八
十
三
匁
で
あ
る

か
ら
、
こ
れ
を
今
日
の
一
万
二
千
円
と
し
て
計
算
す
る
と
、
凡

そ
、
八
百
六
十
二
万
八
千
円
と
な
り
、
約
二
百
二
十
九
万
八
千

円
の
資
産
が
十
年
間
に
増
加
し
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
こ
の
こ

と
は
油
屋
弥
兵
衛
が
着
実
に
、
し
か
も
梢
当
な
速
度
で
資
産
を

増
加
し
て
い
っ
た
事
と
、
多
角
的
で
巧
妙
な
商
業
経
営
を
行
っ

て
い
っ
た
こ
と
を
物
語
っ
て
呉
れ
る
も
の
で
あ
る
。
か
く
て
こ

の
天
明
、
寛
政
期
の
麟
麓
時
代
に
土
地
家
屋
を
除
い
て
、
こ
れ
だ

け
の
財
産
を
も
つ
所
の
一
大
富
豪
の
地
位
を
築
く
に
至
っ
た
の

は
、
全
く
汕
屋
弥
兵
衛
の
活
躍
に
よ
る
と
は
い
え
経
済
的
知
識

才
能
に
す
ぐ
れ
、
企
業
精
神
に
燃
え
て
い
た
結
果
に
外
な
ら
在

い
の
で
あ
る
。


